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サン トニ ン ・ ア スカ リド ー ル 合 剤 


, 十二指腸 , 東洋 毛 様 線 虫 等 各種 腸 内 寄生 除 に 
( ェ ン テリ ツク コー チン グ ) 色 装 5 錯 集団 用 500 錯 


1 中 0.3g , , 十二指腸 , 
半 虫 , 条 虫 , 東洋 毛 様 線 虫 等 に も 包装 50 球 


ケン ゴ 子 脂 0.02g ピサ チン 0.003g 含有 
装 (糖衣 20 入 100 入 500 入 


ルフ ロン 


ドイ ッ C.F. ボー リン ゲル 社 よ り 
三共 株 式 会 ライ ル マ ロン 10 2 含有 植物 油 17g 


ダイ プス は 当社 の 長期 間 豆 る 多数 の 実験 と 厳密 な 
験 の 結果 され 最も 合理 な 配合 比 を も 
つ テ ント = ン 日 本 新薬 と 海 人 草 = キ ス ( カ ン = ン 酸 ) 
と の 合 剤 で す 。 


「 サ ント ニン 日 本 新薬 ……0.1g 
サン トニ ン が 高く 不 , 吸湿 が とり 除 か れ 作用 は 


め られ ませ ん 


『 名 装 】 5 錠 . 250 錠 ガ 


下 活 町 札幌 ・ 東 京 ・ 大 阪 ・ 京 都 ・ 
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メー パパ の モル モツ ト 感 業 実 


に 的 考察 


山川 


水 


慶応 義 学 医学 部 寄生 学 教 
(昭和 29 年 3 月 18 日 受 領 ) 


言 

メー に 感染 し て いる 動物 体 の 血 消 中 に 生ずる 
補 体 結合 物質 に 対す る 証明 は , 既に Spector (1932), 
Menendez(1932), Scherwood and Heathman (1932), 
Heathman (1932), Tsuchiya(1932), Weiss and Arn- 
old(1934-1937), Meleney and Frye (1935-1937), Sto- 
ne(1935), Paulson and Andrews(1936), Rees, Boz- 
icevich, Reardon and Jones (1942), 等 の 多く の 鶴 宗 
者 に よ つ て 確 め られ て 来 た 。 本 邦 に 於 て も 里見 (1935) は 
原虫 た 対す る 所 調 先 天性 性 な る も の は れ を 人 , 
し く は 動物 に 於 て 求め る 事 が 出来 ず , 一 度 原虫 病 を 経過 
し て , 欠 後 に た 於 ける 後天 性 免疫 と 認め られ る も の も, こ 
れ を 細菌 感染 に 於 ける 免疫 と 比較 し て , 完全 且つ 絶対 的 
で ある と 事 は 出来 な いと つ て いる 。 

男 川 (1935) は 赤痢 ー バ の アル ュー ルル 押出 液 を 
加え て , 家 更 を 免疫 すれ ば , 著 明 な 特異 性 抗体 の 産生 が 
ある と 安 つて いる 。 こ の 場 合 補 体 結合 反応 の 抗原 は アメ ぇ 
ー ぶ の 無水 アル ュー ルル 抽出 液 及 び 抽出 液 を 用 
いて いる 。 沈降 反応 も 明 に 陽性 で , 赤痢 アメ ー バ に 特異 
的 で あり , 大 腸 ア メー バ の 抗原 に は 反応 な く , 患者 血清 
は 既知 赤痢 ー 株 及び 対応 赤痢 ー 株 に 特異 的 
で あり , アメ ー バ を 溶解 する 作用 を も つて いる と 去 つて 
いる 。 山本 (1935) も 赤 ー バ の アル コ ュー ルル 
出 液 を 使用 し て , 本 病 患 者 血 注 と 補 体 結合 反応 を 試み 
て , 陽性 成績 を 得 て い る と 受 つ て いる 。Stone(1935) は 
洗っ つた 赤痢 アメ ー バ の チ ス え ステ で 実験 し , 同様 の 補 体 結合 
反応 が 出来 て , それ は 細菌 と アメ ー バ と の 混合 材料 で 実 


Hayami Yamakawa : Experimental infection of 
guinea pigs with Entamoeba histolytica with spe- 
cial reference to immunology (Department of 
Parasitology, School of Medicine, Keio Univer- 
sity, Tokyo, Japan) 


施し た 場合 と 同様 の 結果 を 得 た と 報 第 し て いる 。 基 の 如 
く 多 く の 研 究 者 に ょ っ つて, 現在 補 体 結合 反応 が 唱え られ 
て , アメ ー バ 症 に 対す る 血清 学 的 の 価値 ある も の と され , 
この 方 法 は アメ ー バ の 出来 な い 感 た 対し て , 大 い 
な る 診断 的 意 義 が ある 様 で ちあ る 。 併 し ア ぇ ー ぶ 栄養 型 を 
純粋 に と り 出 し , 純粋 な 抗原 と し て 使用 する 事 は 現在 の 
所 不可 能 で あり, 隊 伴 菌 の 混入 する は 当然 の 事 で ある 。 
て アメ ー の 増殖 と は, 必ず や 随伴 細菌 を 必要 と 
し , 従 つ て 感染 も アメ ぇ ー ぶ 単独 の 感染 で な くし て , 参 伴 
多大 に 影響 し て いる の で あり , 自然 に 於 ける 感 
に 免疫 も 伴 菌 が 大 い に 関 与 し て いる 事 は 容易 に 
想像 され る の で ある 。 既 述 の 如く , アメ ー バ の 免疫 学 的 
研究 は 診断 並 に 治療 上 に も 大 な る 意義 が ある が , 免疫 に 
より , 動物 体 の 感染 防止 に つい て 確固 な 論 を 開か な い 。 
私 は 随伴 細菌 を 伴 つ た 赤痢 アメ ー ぶ 栄養 型 を 直接 た に 動物 
体内 た 侵入 せしめ て , 得 を 老 , 於 ける 
メー 受 性 の 低下 , の に 及ぼ す 影 響 を 考 
し た 。 即 ち モ そ モルモット を 使用 し て , 予め そ モル そ ッ ト 腹 腔 
内 に 随伴 菌 を 伴 つ た アメ ぇ ー ぶ 栄養 型 を 反復 注入 し た 。 一 
部 の 動物 は 鑑 れ た が , よく その 操作 に 耐え 生 残 つ た も の 
こつ いて 一 定時 間 後 て ぇ ー ぶ 栄養 型 を 腸 内 に 
接種 し , 主として 感染 状態 の 変化 と , あわ せ て 皮 内 反応 
と の 関係 を 観察 し た 。 以 下 若 干 の 知見 を 得 た の で 落 に 報 
告 す る 。 
実験 材料 と 方 法 


実験 動物 と し て , モル モッ ト は 200~250g 程度 の 催 
康 な も の を 用 いた 。 物 の 食 は 終始 と 人 一 
定量 を 与 を た 。 和 実験 た 用 いた 赤痢 アメ ー ぶ ベ 株 は , アメ ー 
べ 赤 痢 患者 の 血便 中 か ら 得 て , 約 2 ヵ年 間 継 代 培養 を 続 
けた 広瀬 株 で あぁ る 。 赤痢 アメ ー バ の 培養 基 は 人 血清 7, 
Ringer 氏 液 3 を 混 じ , 加熱 北 固 で 用 面 と な し て , 液体 


} 
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部 は 減 菌 Ringer 氏 液 の み と し て , それ に 減 苗 米粉 の 
一 白金 を 加え た 。 は 通常 時 間 
養 の 栄養 型 に と し て 1.0cc に 10~15 万 程度 の も の を 用 い 
た 。 本 実験 は 主として 9 月 より 11 月 の 聞 に 行 つ た 。 動 
物 の 健康 状態 を よく 検 し て , 実験 開始 前 数 日 は 特に 飼育 

注意 し , 動物 の 中 の 生 を よく 検 し た 。 

感 作 の 方 法 : 抗原 と し て 前 記 ア メー ぶ 培 養 基 の 液体 部 
を よく 混和 し て , 主として 下層 の 米粉 に 審 集 し て いる ア 
メー べべ 貝 体 を 米粉 と 共に ょ く 混 じ た 。 米粉 は 比較 的 速 や 
か に 沈 潤 する の で , 米粉 の 沈 濾 を 待つ て , 米粉 を 除い た 
も の 即ち アメーバ と 共 細菌 の 混和 し て いる 液体 
部 を 採取 し て 抗原 と し た 。 又 対照 の 意味 で , アメ ー バ を 
混 じ な い 随 伴 細 菌 の み の 抗 原 を も 試用 し た 。 そ の 製法 は 
記 の 培地 の 液体 部 の 上 部 た に て , アメ ー バ の 
存在 し な い 共 棒 菌 の み と 思 われ る も の を 他 の 培地 に 移植 
し て , 共 棲 苗 の み と 思 われ る 液体 部 が 得 ら れる 。 こ れ を 
テア メー バ の 存在 し な い 抗 原 と し た 。 こ の 操作 に て 時 に ア 
メー ベ バ が 迷 入 し て 来 て , 2448 時 間 後に アメーバ ベ の 増殖 
を 見 る 事 も あぁ あつ た が , 2~3 回 の 移植 に と ょ つて アメ ぇ メー メ バ の 
迷 入 を 防止 し 得 た 。 以 上 2 種類 の 抗原 を 用 いて 光 の 如く 
感 作 を し た 。 即 ち 動 物 を 3 群 を 分 け , 第 1 群 は アメ ー バ ベ 
と 共 棒 細菌 の 混和 し た 抗原 を 用 い , 第 2 群 は アメ ー バ の 
存在 し な い 共 棲 菌 の み を 抗原 と し , 第 3 群 は 操作 を 行わ 
ぬ 対 照 の も の と し た 。 第 1 群 , 第 2 群 に 於 て 夫々 抗原 を 
0.1cc, 0.2cc, 0.3cc, 0.4cc と 隔 日 に 腹 逐 内 に 注入 し 
て , 総量 抗原 1.0cc を 用 いた 。 腹腔 内 注入 に 於 て , 抗 
原 を 増量 する 毎 に 注入 後 動物 に 可 成 の 変化 が 見 られ た 。 
注入 直後 か ら 動 物 の 多く は 不 活 , 横 
する も の が 約 !/s に 見 られ た 。 多く の も の は 呼吸 が 可 成 
促 迫 し た 。 一 部 の も の に 軽い 間 代 性 の 尊 械 を 表わし , 極 
く 一 部 の も の に 於 て ( 全 実 験 頭数 中 2~3 頭 ) その 供 死 亡 
する も の が あつ た 。 注入 後 上 記 の 症状 は 多く は 2030 
分 に て 徐 * に 回 復 を 始め , 翌日 は 略 ょ 正常 に 復 し , 食欲 
も 運動 も 次 の 注入 に 至る 迄 に 回 復 す る の が 常 で あつ た 。 
併 し 全般 的 に 感 作 実施 期間 中 動物 は 少し く 弱 り , 体重 の 
減少 も 軽度 に 見 られ た 。 1 週間 に て 感 作 を 終了 し , 更に 
基 の 後 2 週間 に 至る まで 動物 を よく 観 侍 し た 。 腹腔 注入 
に ょ っ つて 腹膜 炎 を 起 し て 死亡 し た も の が 極め て 少数 に 見 
られ た 。 4 回 の 腹 逐 内 注入 後 2~3 日 で 動物 の 状態 は 容 
定 し , 以後 異常 は 認め られ な か つた 。 運動 , 食欲 , 体重 
増加 も 順調 で ぁ つ た 。 2 週間 後 Arthus 現象 を 検 し た 。 
米粉 を 除い た アメ ー と 共 細菌 の 混和 し て いる 堪 
部 を 60°C 39 分 間 し て , その 0.1cc を 動 移 


【 和 学 雑誌 ・ 第 3 ・ 3 


の 脊 部 の 毛 を 除去 し て , 第 1 群 , 第 2 群 , 対照 の 第 3 群 
の 内 注射 を 行い 僅か な を 生ずる 程度 に し た 。 注 
射 局所 の 変化 を 2 時 間 , 5 時 間 , 8 時 間 , 24 時 間 48 時 : 
間 , 62 時 間 後に 観察 し た 。 その 成績 は 後述 の 通り で あ . 

る 。 そ の 翌日 郵 物 ( 第 1, 2, 3 群 ) の 腹部 を 約 2cm に 閉 
腹 し て , 1cc 中 10~15 万 の アメ ー ぶ ベ を 含有 する 培養 液 
0.5cc を 育 腸 内 に 注入 し た 。 注射 針 の 刺 入 部 より 注入 液 
の 流出 し な い の を 確 め て 後 , 腹 礎 は 腹膜 筋 層 , 皮膚 と 2 
層 に 縫合 を 行っ て 腹 閉鎖 し た 。 そ の 際 皮 , 皮下 
織 マー キョ ロク r ム を し た 程度 に て 特に 厳重 な る 
は 行わ な か つた 。 麻 は テル 麻酔 を 行 つ た 。 後 : 
動物 は 元気 で 死亡 する も の は 1 頭 も な か つた 。 手術 創 は 
化 する も の は な く , 総 て 第 1 期 合 を し た 。 直接 
手術 死 と 思わ れる も の は 無 か つ た が 腹膜 炎 を 起 し て 死亡 
し た と 思わ れる も の が 2 日 月 に 3 例 を 見 た た 過ぎ な か つ 
た 。 手術 後 第 2 日 目 ま で は 概ね 食欲 不振 , 運動 不 活 本 で 
あぁ つた が 第 3 日 目 以 後 は 殆 ん ど 回 復 し て , 食 和 的 も 増加 し 
て , 運動 も 活 肖 に な つて 正常 と 変ら ぬ ぬ 程度 と な つた 。 

実験 成績 

第 1 群 , 実験 頭数 15 頭 中 1 頭 は 3 日 月 に 死亡 し た 。 
育 腹 内 に た は アテ アメーバ は 著しく 増殖 し て いて , 下痢 を 伴 つ : 
て いた が 育 腸 内 の 病変 は 見 られ な か つた 。 2 頭 は 4 日 目 
に 死亡 し て , その 中 の 1 に は 腸 内 た ぇ ー の 
は 見 られ た が , 下痢 も 病変 も 認め られ な か つた 。 

併 し 軽度 の 腹膜 炎 の 状 を 呈し て いた 。 他 の 1 頭 に は アテ 
メー 増殖 と , 軽度 の 下痢 証明 し た が 腸 内 の 病変 
は 無 か つ た 。 1 頭 は 5 日 目 に 死亡 し て , 形 腸 内 に 僅か の 
アメーバ の 増殖 が 見 られ , 下痢 症 捧 を 示し て 鑑 れ た が 
腸 内 た は 病変 は 無 か つ た 。 1 頭 は 6 日 目 に 死亡 し これ に 
は 内 に アメーバ の 増殖 が あり , 下痢 伴い 且つ 可 
の 潰瘍 を も 証明 し た 。 他 の 10 斑 は 7 日 目 に 司 殺 し た 。 
10 頭 中 1 頭 に 針 の 刺 入 部 附近 た 円形 の 病変 と 思わ れる 
も の が あつ た が , アメ ー メ バ は 基 の 病 導 中 に 見 出せ な か つ 
た 。 下痢 も 示さ な か つた 。 他 の 9 頭 に は 就 れ も 病変 を 族 
明 し 得 ず , アメ ぇ ー バ の 増殖 も な く , 下痢 も な か つた 。 

即ち 15 1 週間 以内 た 死亡 し た も の 5 , その 
う ち 病 変 の あつ た も の 2 頭 , 盲 腸 内 に アメ ぇ ー パ ペペ の 増殖 を 
見 た も の 5 頭 , 下痢 を 呈し て いた も の 4 頭 で ぁ つた (第 
1, 2 表 )。 第 2 群 , 実験 頭数 11 頭 中 1 頭 は 3 日 目 た 死亡 
し , それ に は 育 腸 内 に 極め て 著 明 な る アメ ー メ バ の 増殖 が 
見 られ , 且つ 下痢 を 起 し て , 濱 瘍 も 可 成 り 閉 し いも の が 
あつ た 。 他 の 10 頭 は 7 日 月 に 最 夫 し た 。 10 頭 中 1 頭 に 
針 の 刺 入 部 附近 に 軽度 の 潰 獲 と 思わ れる も の を 認め た が 
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アテ アメーバ は 見 出せ な か つた 。 又 下 痢 も 起 し て いな か つ 


た 。 他 の 1 頭 に は 内 た に ぇ ー の 増殖 が 著 し か つ ・ 


た が , 下痢 も な く 病 変 も 証明 され な か つた 。 残り の 8 頭 
に は 全 例 に 盲腸 内 の アテ アメーバ の 増殖 も 見 られ ず , 上 耳 つ 又 
下痢 も 示し て いな か つた 。 

婦 ち 11 頭 中 1 週 以内 に 死亡 し た も の 1 頭 , 潰瘍 を 量 
し た を も の 2 頭 , 芽 腸 内 に と に アメーバ ベ を 証明 し た も の 2 頭 , 
下 疾 を 示し た も の 1 頭 で あ つた (第 1 2 表 )。 
対照 群 , 10 頭 に 於 て は , 2 頭 は 3 日 目 た に 死亡 し , その 
中 の 1 頭 に は 変性 し た アメ ー バ が 盲腸 内 に 多数 に 見 ら 
れ , 下痢 も ぁ り 潰瘍 も 認め られ た 。 他 の 1 頭 は 頻 死 の 状 
態 で ゅ つた の で 死亡 と 見 な し て 誠 検 し た 。 こ れ に は 盲腸 
内 た に アメ ぇ メー ババ の 増殖 は 閉 明 で あり , 下痢 も あぁ つた が 病変 
は 極め て 軽度 で あつ た 。 1 頭 は 5 日 目 に 死亡 し た , 盲 腸 
内 の 了 アメ ー ぶ 増殖 は 著 明 で ,・ 下 痢 も あり 濱 瘍 も 強度 の も 
の を 証明 し た 。 3 頭 は 6 日 目 に 死亡 し , その 中 2 殖 た 於 
て 共に アメ ぇ メー メ バ の 増殖 は 極め て 著しく , 下痢 も 共に 存在 
し , 且つ 潰瘍 は 2 頭 共 中 等 度 の も の を 証明 し た 。 他 の 1 
頭 に は アメ ぇ ー メ バ の 増殖 は 極め て 著しく , 下痢 は 軽度 で あ 
つた が 強度 の 潰瘍 を 認め た 。 残り の 4 頭 に は 共に 病変 無 
く , アメ ー バ の 増殖 も 下痢 も な か つた 。 

怒 ち も 10 頭 中 1 週 以 内 の 死亡 6 頭 , 病変 の あぁ つた も の 
5 頭 , アメ ー バ を 証明 し た も の 6 頭 , 下痢 を 証明 し た も 
の 6 頭 で ぁ つた (第 1 2 表 )。 


第 1 表 モル モッ ト 感 作 後 の 感染 状況 


実験 病 メ 
区 下痢 
I 15 .183 1 1 13.3 5 
II 11 9 1 1 
II 10 4 60 6 6 
群 


第 2 表 感 作 後 首 腸 内 アメ ー バ 接種 し 死亡 迄 の 日 数 


実験 


I 1 2 1 10 


Arthus 現象 に つい て は , 5mm 径 程度 の 明 須 な 発赤 
回 結 の ある も の を 陽性 と し た 。 注入 後 3 時 間 後 より 発赤 
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し 始め , 20 時 間 , 48 時 間 , 62 時 間 に 到 る も 発赤 を 示し 
た も の が あつ た が , 45 時 間 後 より 48 時間 後 まで が 朋 
腔 で ぁ つ た 。 濱 場 を 生じ た も の は 無 か つ た 。 友 内 注入 に 
於 て 全く 無 変化 の も の も あり , 或 は 動物 の 毛 の 色 が 体 全 
般 に 頁 つ て 褐色 又は 黒色 の も の に つい て は 判定 全く 困難 
の も の が あつ た 。Arthus 現象 の 実験 成績 に つい て は , 
第 1 群 15 頭 中 6 頭 は 3 時 聞 後 より 20 時 聞 に 於 て 局所 の 
発赤 が な つて , 局所 過敏 と 思わ れる を 示し 
た 。 全く 無 変化 の も の 4 吾 , 不明 の も の 5 頭 で ぁ つた 。 
不明 の も の と は 前 述 し た 如く 上 友 膚 , 毛 の 褐色 又は 黒色 の 
も の に て 下 色 の 部 分 が 無く し て , 注射 局所 の 反応 不明 の 
も の で ある 。 第 2 群 で は 11 頭 中 5 頭 に 過敏 症 と 思わ れ 
る も の が あり , 3 頭 は 無 変 化 , 3 頭 は 不明 の も の で あつ 
た 。 対照 10 頭 に も 2 頭 に 於 て 軽 庶 の 発赤 を 見 た 。 8 吾 
は 殆 ん ど 無 変化 で あつ た 。 局 所 過敏 を 呈す る も の に , 更 
に 皮 内 に Ringer 氏 液 0.1cc を 注入 し た が 何等 変化 は 
生じ な か つた (第 3 表 )。 


第 3 表 感 作 後 アル サス 現象 


III 10 
対照 


以上 Arthus 現象 は 予期 の 如く に 明 腔 な 成績 は 得 ら れ 
な か つた が , Arthus 現象 陽性 と 思わ れ る 症例 で 借 腸 に 


病変 の 見 られ た も の は な か つた 。 


考 

既に 記載 し た 様 に , 赤痢 アメ ー バ に 関し て の 抗体 , 抗 
原 反応 の ある 事 は , 多く の 人 に ょ よ ょ つて 立証 され て 来 た 。 
それ に 用 うる Antigen は 種々 ある けれ ど も 多く は アル 
ュー ルル 物質 で あり , アメ ー ベ に 菌 の 混 じ た An- 
tigen で ある 。 即ち Sherwood and Heathman (1932) 
は メー の 培養 を 以 て 免疫 し その 
に 特異 な 補 体 結合 物質 を 証明 し て いる 。 双 Menendez 
(1932) は 赤痢 アメ ー バ の 洗 つ た も の を 更に 静 注 し た 場 
合 , アル コー ルル 抽出 液 と 同様 の 補 体 結合 物質 が 出来 た と 
云い , Stone(1935) は 腹膜 内 に 赤痢 アメ ー ベ の 生き た チ 
ステ を よく 洗 浴 し て 注入 し た 所 , その 血 消 は 洗 つ た チ ス え 
テ を Antigen と し て 行 つ た 補 体 結合 反応 で 強い 陽性 を 
た と を て いる 。 


(3 ) 


3 
4 
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Craig は Kagy と 共に (1933) 大 , に 赤痢 
アテ アメーバ を 含む も の を 接種 し て , 血 消 中 に 補 体 結合 物質 
を 生ずる と 云 つ て いる 。 又 赤 痢 アメ ー ベ を 治療 に ょ つて 
廊 除 し た 時 に 人 間 の 補 体 結合 反応 は 消滅 する と も 云っ て 
いる 。 以 上 の 様 に 赤痢 アメ ー バ の 注入 や 感染 と ょ つて , 
補 体 結合 反応 が 陽性 に 現われ 診断 や , 薬剤 投与 , 治療 の 
示 指 と し て 或 る 程度 利用 し 得 ら れる けれ ども を も , この 様 に 
し て 生じ た 抗体 が 感染 を 防止 し 得る か 否 か に た ついて, 確 
か な 説 を 閉 か な い 。 私 は この 点 に つい て 本 実験 を 行 つ 
た 。 即 ち 最 も 自然 の 条件 を 保つ つ 原 虫 及び その 共 棒 生 
を 直接 そ モッ ト の 腹 有 に 接種 し て , に それ を 
増量 し , 動物 が ょ くそ れ に 耐え て 生存 を 続け る な ら ば は, 
体内 に 免 商 物 質 が 生産 され て いる 事 は 想像 され る の で あ 
り , その 様 な 免疫 動物 の 盲腸 内 に 培養 アメ ー※ ベ を 接種 


は , 生 原 虫 型 随伴 混合 し た も の を 腹 内 に 
隔 日 4 回 の 注入 を 行 つ た 。 注入 行為 と た よ つ て , 動物 の 健 
康 状態 は 注入 直後 に 障害 を 示 し た 以外 大 な る 変化 は 見 ら 
れ な か つた 。 併 し 注入 に ょ つて 姜 弱 死 し た と 思わ れる も 
の も あつ た が , 大 部 分 は 腹膜 炎 等 の 病変 を 菅 起す る 事 な 
く よ く 耐 を た 。 可 成り 多数 の メー 体 , 並 に 随伴 
群 の 注入 に も か か わら ず , 生存 を 続け 得 た の で ある か 
ら , 洛 次 免疫 が 成立 し て 来 た こ と が 想像 され る 。 然 し て 
実験 の 結果 に 於 て も , 予め 操作 し た 第 1, 2 群 と 無 操 作 
の 第 3 知 と の 聞こ に 濱 場 形 成 の 頻度 に か な り 相 違 が 認め ら 
れる 。 即 ち 予 操作 を する 事 こ と ょ つて , 濱 瘍 が 形成 され 
難く な る 。 こ れ は 明らか に 感染 防止 の 作用 が 働 ら いた と 
解 し て よい と 思わ れる 。 次 に 第 1, 2 群 を 比較 する と , 
こと この間 こと 於 て は 大 な る 差異 を 示し て いな い 。 こ れ は 随伴 
細菌 に 対し て 免疫 を 得る こと に よ つ て も , アメ ぇ ー バ の 組 
織 内 感染 を 防 観 し 得る こと を 示す も の と 思わ れる 。 即ち 
アテ アメーバ が 組織 内 に 感染 する た め に は , 六 苗 感染 の 助 を 
蒙 る こと が 大 きい 様 に 見 える 。 併 し 腸 内 に は 感 作 に 用 い 
た と は 異 る 細菌 が 多数 ご 生存 する の で ある か ら , これ だ 
け の 成績 を も つて 直ちに 上 述 の 様 な 結論 を 導く こと は 出 
来 な い 。 
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双 Arthus 現象 に 対し て (1946) は 常に 確実 な 
績 が 得 ら れる も の で な く , 抗原 の 測度 , 抗体 価 に と に ょ っ て 
も 其 の 成績 は 全く 不安 定 で あり , その 発現 も 時 間 的 , 質 
的 , 量 的 に 変化 し て 来る の は 極め て 当然 の 事 で ある と 評 
い , Arthus 現象 は 典型 的 壇 死 を 生じ て 来る 時 は 可 成 り 


特異 的 で ある が 局所 の 変化 が 減ずる に 従 つ て , その 特 暴 . 


性 は 不明 た に な る と 云 つ て いる 。 本 実験 た に 於 て Arthus 現 
確 と し た 陽性 所 見 を 示さ な か つた 事 は 既 述 し た 
く で ある 。 満 お 本 実験 の 病理 組織 所 見 は 次 の 報告 に ゆず 
る 。 

1) 赤痢 アメ ー バ と 細菌 を モル そ モット の 腹 内 に 
反復 注入 後 一 定期 日 を 経て , 育 腸 内 に 赤痢 アメ ー バ を 接 
種 し て , 感染 実験 を 行い その 感染 の 成否 を 観 休 し た 。 

2) 感 作 後 の 動物 で は , 無 感 作 球 物 に 比 し て アメ ー バ 
性 濱 瘍 の 形成 は 著しく 困難 で あぁ つた 。 

3) Arthus 現象 を 検 し た が , それ の 所 見 と アメ ォ メー ババ 
感染 の 上 と の 間 に 確 と し た は 認め られ な か つ 

4) 感 作 に ょ つて 免疫 性 は 可 成 の 程度 に 生じ 得る も の 
と 思わ れる 。 

稿 を 終る に 当り 御 御 校 下 さ つ た 松林 教授 た に 
る o 
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病変 の 程度 を 観察 し た 。 本 実験 た 
0 し , 感染 の 有無 , 病変 の 程度 を 観 侍 し た 。 本 実験 た 於 て 
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原 條 虫 の 寄生 が 発育 に 及ぼ ば す 影 響 に つい て 


沢 


奈良 学 大 生物 学 教室 
(昭和 29 年 4 月 26 日 受 領 ) 


条 忠 の 寄生 が 鶏 の 発育 た 及ぼ す 影 響 に 関し て は , 養 凌 
の 万 ん な 現状 に 於 て 一 応 考慮 する 必要 が ある 。 柄 る に 本 
邦 に 於 て は そう ぅ し た 研究 は 皆無 で ある 。 一 方 海外 に 於 て 
は 多数 の 研究 が 行わ れ て いる が 従来 の 研究 を みる と 研究 
者 に 結 論 が , 一 て いな い 状 態 に ちる 。 即 ち 
第 1 に 示す 通り 短 節 人 条 Davainea proglottina に つ 
いて Taylor (1933) と Levine (1938) は 結論 が 暴 り , 
又 Ackert (1938) の 如く , 僅か に 4~25 条 の 有 輸 人 条 中 
Raillietina (s.) cesticillus に 寄生 され て も 体重 は 勿論 , 
血糖 及び へ ~ そ ゲロ ビン の 含有 量 が 対照 熟 に 比 し て 減少 
し , 明らか に 条 虫 寄生 は 有害 で あぁ る と の べ て いる 。 

こう し た 結論 は いずれ も 各 研 究 者 が 夫々 の 鶏 の 個体 差 
を 無視 し て 感染 鶏 と 対照 部 の 体重 の 平均 値 の み を と り 比 
較 検 討 し た こと が 原因 と 思わ れる 。 著 者 は 今回 本 原 条 躍 
Raillietina (Paroniella) kashiwarensis を 材料 に し て そ 
の 寄生 が 鶏 の 発育 に 如何 な る 影響 を 及ぼ すか を 鶏 の 個体 
間 の 発育 の 差異 を 考慮 し て 対照 凌 と 比較 し た の で 報告 す 
る 。 人 本 実験 結果 の 整理 た に あたり 多大 の 御 教 導 を 
た 三重 県 立 大 学 水産 学部 伊藤 隆 助 教授 に 厚く 感謝 する 汐 
第 で ある 。 

材料 及び 実験 方 法 

1953 年 10 月 13 日 40 日 後 の レ ダホン の 
20 羽 を 第 2 表 に 示す 如く 10 羽 ず つ の 平均 体重 が 大 体 一 
致す る 如く 2 群 に 別け , A 群 の 10 羽 に は 橿原 条 虫 の 中 
間 宿 主 オオ ハリ アリ Euponera solitaria の 腹 有 筆 内 ょ り 
採集 し た 虫 200 つ を 試食 させ , 他 の 群 を 対 
照 と し た 。 て 10 月 31 日 , 虫 試食 後 18 日 
より 初め , 10 日 毎 に 計 4 回 , 48 日 間 両 群 の 鶏 を 完全 に 
隔離 し て 飼育 し , 個体 毎 に 体重 の 測定 を 行い , 直線 回 帰 
法 を 用 いて 両 群 の 体重 増加 傾向 を 比較 検討 し た 。 傘 お 4 


Isamu Sawada : The influence of infection with 
the tapeworm, Raillietina (Paroniella) kashiware- 
nsis, on the growth of the young chicken. (Nara 
Gakugei University, Nara, Japan.) 


回 目 の 体重 測定 後 , 両 の 鶏 20 羽 を し て 
の 有無 を 調査 し た 。 は すべ て 初生 及び 中 用 チ 
ッ ク フ ー ド を 使用 し た 。 

実験 結果 

(1) 実験 を 開始 し た 10 月 13 日 か ら 48 日 後 の 11 月 
30 日 まで の 間 に 行 つた 鶏 の 体重 測定 の 結果 は 第 2 表 に 
示す 如く で あり , 又 実 験 終了 後 鶏 を 属 殺 し た 結果 , 感染 
鶏 に は 第 2 表 の 右端 に 示す 如く 2~87 条 の 橿原 条 虫 の 寄 
生 を 発見 し た 。 これ に 反し て 対照 部 は 10 羽 共 無 寄生 で 
あつ た 。 

(2) 感染 と 対照 各々 に つい て 日 数 (X) と 体重 
(Y) と の 聞 に 直線 マ =a 寺 bX が 適用 出来 る か 否 か に つ 
いて 検定 を 行 つ た 。 その 結果 第 3 表 A に 示す 如く 感 
て は Fo=1.33 と な り , n=3, ns=45 の Fz の 
値 は 4.26 で ある か ら Fo<Fz と な り , 直線 性 の 仮設 は 評 
さ れ な い 。 対 照 は 第 3 表 B の 如く Fo=1.29, 
Fa==4.26, 故に Fo< く Fz と な り , これ 又 前 者 同様 直線 が 
成立 し , 共に マー=a 二 bX を 概 定 し て も よい 。 

(3) 感染 鶏 群 及び 対照 翔 群 の 夫々 同一 実験 群 内 の 個 
体 別 の 体重 (X) と 日 数 (Y) と の 関係 , ち 体重 増加 傾向 
が 個体 に た にょ よっ つて 相違 が ある か も し れ な い の で 両 群 の 各々 
の 個体 に つい て の 回 帰 系 数 regression coefficient (a) 
(第 4 表 ) を 求め , その 有意 性 の 検定 , 換言 すれ ば 傾 狼 の 
差 の 均一 性 の 検定 を 行 つ た 。 そ の 結果 第 5 素 A に 示す 如 
く 感染 Fo=1.74, 従 つ て Fo<Fa と な り , 対 
は 第 5 表 B の 如く , Fo=1.79, 故に Fo< く Fz と な り , 
共に 均一 性 の 仮設 は 棄 却 され な い 。 即 ち 両 群 内 に 於 ける 
体重 増加 (g)/ 晶 数 (*) の 値 に は 個体 差 は な く , 体重 増 
加 領 向 は 同一 で ある と 見 て 差し つか を な いこ と が 明らか 

(4) (2), (3) の 検定 に ょ り 日 数 (X) と 体重 (Y) と の 
潮 た に は マ Y=a 十 bX な る 直線 が 成立 し , 各 群 の 鶏 の 体重 
増加 に は 差 が な い こと が 判明 し た の で 両 群 10 個体 ずつ 
に 対す る 回 帰 系 数 を 求め て 両者 を 比較 検討 すれ ば 第 6 表 
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第 1 表 研 究 
。 Harwood et Ackert et 
究 者 Taylor Levine Luttermoser 
研 究 年 1933 1938 1938 1938 1940 
紅 の 種 類 2 White Rhode Island Red White Rhode Island 
Leghorn et White Leghon Leghorn Red 
年 後 ) 10 日 49 日 14 日 3 4 ヵ月 14 日 
種類 Davainea Davainea Raillietina(s.) Raillietina(s.) Hymenolepis(W.) 
proglottina proglottina cesticillus cesticillus carioca 
寄生 条 
数 3900 1900~5600 15~155 4~25 532-917 
害 の 有 無 X O O x 
*3 —b.s, 
備 考 
メー 一 無害 〇 有 ニ へ そ グ ビン 


に 比 し て の 体重 減少 率 


第 2 表 鶏 の 体重 及び 寄生 条 虫 の 数 


1 160 325 420 585 665 Pg 35 
2 205 40 50 720 820 ” 2 
1 170 345 445 640 745 2 40 
87 
5 25 405 50 685 810 5 
7 220 440 585 790 940 4 
8 230 430 555 770 880 4 81 
9 180 340 425 600 720 2 
0 250 825 12 
1 165 305 385 535 665 0 0 
12 160 29%5 360 545 605 
13 240 485 885 985 
14 220 455 585 870 955 
15 165 450 70 
16 155 30 405 560 60 
17 435 565 780 850 
18 20 435 565 80 845 
19 150 280 350 545 640 
20 195 370 465 665 755 
e 対照 
試食 呼 に ける 体重 平均 値 
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第 3 表 A 感染 踏 た 対す る 直線 性 の 検定 


因 自由 庶 分 
Separate lines 369175.0 45 8203.88 
Slope differences 32666.1 3 10888.7 
Parallel lines 401841.1 48 y=1.38 


第 3 表 対照 に対する 直線 検定 


因 動 自由 度 不偏 分 
Separate lines 507925.0 45 1287.22 
Slope differences 43864.8 3 14621.6 
Parallel lines 551789.8 48 Fo=1.295 


第 4 表 の の 回 帰 系 数 


感 染 対 
個体 番号 a 個体 番号 a 
10.4616 10.0394 
2 12.7301 12 9.3330 
3 11.8505 13 15.5896 
4 14.4090 14 15.4982 
5 11.5198 15 12.5739 
6 10.0366 16 9.6454 
7 14.7059 17 13.2634 
8 13.4703 18 13.5364 
9 11.0414 19 10.1281 
10 7.8469 20 11.6169 


第 5 表 A a の 均一 性 の 検定 (感染 鶏 ) 


要 動 自由 度 不偏 分 


Separate lines 109326.2 30 3644.21 
Slope differences 56978.9 9 6330.98 
Parallel lines 166305.1 39 Fo=1.74 


第 5 表 B の 均一 性 の 検定 ( 対 ) 


要 因 変 動 自由 度 分 散 


Separate lines 131007.1 30 4366.90 
Slope differences 70232.5 9 7803.61 
Parallel lines 201239.6 39 Fo=1.79 


に 示す 如く Fo=0.073 と な り , Fo<Faz で 両者 聞 に 於 
ける 体重 増加 傾向 に は 差 は 認め られ な いこ と が 明らか に 
な つた 。 即ち 2~87 条 程 度 の 条 虫 の は 40 
昌 ~100 日 後 の 雛 に 於 て は 発育 上 大 し た 悪影響 が な いこ 


と が 判明 し た 。 
第 6 表 感染 と 対 の a の 差 の 検定 
Ni Gi 
感染 50 12.2377 
対照 50 12.5345 
要 因 動 自由 不偏 分 散 


Separate lines 953630.9 96 9933.66 
Slope differences 732.2 1 732.2 
Parallel lines 954363.1 97 Fa=0.073 


(1) 初生 雛 の 体重 は 個体 に ょ り 変 動 が 碁 だ し い の で 
後 早期 の を 実験 に 使用 すれ ば 有 の 比較 に 当 
り , 個体 差 が 其 だ し く , 原因 の 分 析 が 極め て 複雑 に な 
る 。 面 る に 野 化 後 約 40 日 位 経過 す れ ば 体重 が ほ ゞ 安定 
し て くる の で , 感染 群 と 対照 群 と の 平均 体重 を 大 体 同 一 
に し て お け ば 両 群 の 体重 の 比較 に 当り , ある 程度 統計 的 
分 析 に 正確 を 期す こと が 出来 る 故に 本 実験 た 於 て も 40 
を 使用 し た 。 

(2) 条 の 成就 虫 は 宿主 で ある の 消化 
管内 に 侵入 し て か ら 15~20 日 間 経 過す れ ば 成 条 虫 に 発 
育 す る こと を 筆者 (1953) は 明らか に し た 。 そ こ で 今回 の 
実験 於 て が 成 条 虫 に 発育 し て 宿主 か ら 栄 を 
多量 に 吸 し 初め る 虫 試食 後 18 日 か ら の 体重 
測定 を し た 。 

(3) 従来 の 研究 者 の 報告 は いずれ も を も 両 群 の 体重 の 平 
均 値 の 差 を ペー セン ト に よ ょ つて 比較 検討 し た の み で , 正 
確 に 鶏 の 体重 減少 が 寄生 条 虫 に よる も の で ある と の 判定 
を 下す こと は 甚だ 念 険 で る ある 。 即 ち 鶏 の 発育 上 の 個体 差 
に つい て は 何ら 考慮 され て いな い の で 感染 鶏 の 体重 減少 
の 原因 が 条 虫 寄生 の 影響 に と ょ る の か , 或いは 個体 差 に よ 
る 結果 で ある か 全く 判定 が 因 難 で ある 。 従 つ て Levine 
(1938) が 行っ つ た 実験 た 於 ける 12 の 体重 減少 の 如き は 
条 虫 寄生 の み に ょ る 影響 と 老 え る こと は 少し 無理 で あろ 
。 そ こ で は 感染 及 び 対 照 の 夫々 に つい て 個体 
導 の 有無 の 検定 を 行 つ た 後 , 両者 の 体重 増加 傾向 の 比較 
検討 を 行 つ た 。 

(4) 劉 化 後 及 び 実験 期間 中 を 通じ て 両 群 の 鶏 共 毎日 
同 量 の チッ フー ド を を た 。 て 感 群 に ける 
の 条 虫 数 は 2~87 条 で あぁ あり, か る 数 で は 前 述 
の 如く 感染 鶏 が 対照 に 比 し て 体重 増加 に は 差 が 認め ら 
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れ な いこ と が 明らか に な つた が , Luttermoser(1940) も 
の べ て いる 如く 100 条 以 下 の 寄 生 で は , 完全 な 人 和解 料 を 十 
分 与え て お け は ば, 鶏 の 発育 上 に 大 し た 悪影響 が な いよ う 

に 考え られ る 。 筆者 (1951, 1954) が 自然 状態 に 於 ける 条 
虫 寄生 状態 の 調査 を 行 つ た 際 , 大 多数 が 200 条 以 下 で あ 
つた 。 従 つ て 少数 の 条 虫 寄生 が 原因 と な つて 余 病 を 併発 

し た り , 体重 の 減少 を 来 す の は , 主 に 不 完全 な 片 よ つっ た 
粗 飾 料 を 連続 的 に 与え た 為 に 栄養 が 不足 し て , 寄生 虫 及 
び 病 原 菌 に 対す る 抵抗 が 減じ て いる 時 に た また ま 条 虫 が 
寄生 し て 二 次 的 に 体重 を 減ずる こと が 多い の で は な いか 
と 考える 。 中 に は 伝 的 悪 素質 を 持つ た た また ま 

条 虫 が 寄生 し た 結果 , 種々 の 悪影響 が 発現 され る 場合 も 

あろ う 。 

摘 要 
(1) 後 40 日 の 白色 レグ ダホン の 10 羽 に 200 

つっ の 橿原 条 の 擬 を 試食 させ , 他 の 10 羽 の 
対照 部 と 48 日 間 に わ た り , 体重 増加 傾向 の 比較 を 行 つ 

(2) 感染 鶏 と 対照 の 10 羽 づ つた に つい て 発育 上 の 個 

体 差 を 考慮 し て 比較 検討 し た 結果 , 2~87 条 位 の 橿原 条 
帳 の 寄生 で は 両者 聞 に は 発育 上 相違 が な いこ と が 判明 し 


( 8) 
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た 。 
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2) Harwood, P. D. and Luttermoser, G. W. 
(1938) : The influence of infection with the ta- 
peworm, Raillietina cesticillus, on the growth 
of chickens, Proc. Helminth. Soc. Wash. 5(2) : 
60—62, 3) Levine, P. P.(1938) : The effect of 
infections with Davainea proglottina on the we- 
ight of growing chickens, J. Parast. 24(6) : 550. 
—551. 4) Luttermoser, G. W.(1940) : The eff- 
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川崎 市 地区 に お けり る 多 に つい て 
1 卵 保 有 と の 種別 に つい て 


小 宮山 新 一 


川崎 市 高津 保健 所 
(昭和 29 年 4 月 30 日 受領 ) 


1。 まえ が き 
大 都市 隣接 農村 に お ける 寄生 虫 予防 対策 の 樹立 , 推進 
は 都市 の を れ と の 夫 接 な 関連 を も ち , 極め て 必要 な こと 
で ある が , その 実態 は 一 般 に 十分 に 把握 され て いな い 現 
状 に ある 。 穫 は 川崎 市 内 都市 農村 部 落合 地 区 に 
お いて , その 予防 対策 樹立 の た め の 基 礎 調 査 の 手がかり 
と し て , まず 直接 塗 抹 法 に ょ る 検便 を 施行 し た の で ある 
が , 意外 に も 鍋 虫 卵 保有 者 が 多く 見 出さ れ た の で , 特に 
多 虫 感染 に 関し て 調査 研究 を 行 つ た 。 以 下 は 同 地区 た お 
ける の 状況 その 家族 内 感染 の 状態 びに 
の 種別 等 に 関し て 行 つ た 調査 の 結果 報告 で ある 。 
2. 地区 の 概況 

この 地域 は 川崎 市 北部 の 平坦 な る 農村 地帯 で , 地質 学 
的 に は 多摩 川沿 崖 の 沖積 層 と それ に 続く 洪 積 層 か ら な り 
農作物 と し て は , 米 作 の ほか に 列 及び 桃 な どの 果樹 裁 培 
の さか ん な と ころ で ある 。 こ の 地域 は 大 都市 隣接 農村 の 
特長 と し て , そこ に 用 いる 肥料 の 大 半 を 東京 都 及 び 川 崎 
市 より 搬出 され る 下 肥 に 頼 つ て お る と ころ で ある 。 元 来 
この 地方 の 農家 は , 今日 の ょ うに 都市 清 授 事業 の 規模 が 
拡大 され る 以前 か ら , 手 車 や 牛車 を 曳 い て 都内 世 田 ヶ 谷 
区 か ら 目 黒 区 あたり まで 肖 み 取り に 行 つ て お つた の で あ 
る が , 現在 で は 農業 協同 組合 が 結成 され , これ が 一 手 に 
下 乳 購入 を 取 援 つて いる 。 登戸 農業 協同 組合 で 購入 され 
る 下 肥 の 数 量 は 年 間 1,250,000 絡 (1953 年 ) に 達し , 同 
組合 加入 者 の 作付 面積 は 総計 水田 99 町, 畑地 60 町 , 錯 
桃 な ど の 果樹 園 60 町 で あぁ つて , 反 当 り 下 肥 の 投下 量 は 
570 遍 と 計算 えさ れる 。 下 肥 は 単に 畑 ば か り で な く 水 田 及 


Shinichi Komiyama: On the incidence of hoo- 
kworm infection in Noborito Buraku, a rural 
area of Kawasaki City. 

l. The general aspect of hookworm infection 
and its species distribution. 

(Takatsu Health Center, Kawasaki City.) 


(9 ) 


び 列 園 に も 施肥 され て いる が , 最近 で は 潤 次 金 肥 に 切り 
替え られ つつ ある 。 し か し 現在 で も 梨園 に は 反 当 り 少 く 
と も 300 賀 の 下 肥 を 施し て いる 。 
3. 検査 対 
当初 登戸 地区 住民 6044 人 に 対し 検便 を 行う 予定 で あ 
つた が , 種々 の 事情 か ら 実 際 に 検査 を 受け た 人 員 は 1605 
人 で あつ て , 全 住民 の 26.6 芝 で あぁ あつ た 。 これ を 世帯 数 
か ら み る と , 検査 を 受け た 世帯 は 503 世帯 で , 全 世 帯 の 
37.8 22 に 当る 。 な お この 503 世帯 の 総 人 員 は 2714 人 で 
ぁ つ て , その 内 検査 を 受け た も の は 全員 の 39.1 に 当 
る 。 い まこ の 全 世 帯 と その 主 な 職業 に ょ っ つて, 諾 家 と 非 
農家 に 分 け て みる と , 被 検 農 家 は 104 戸 , 農家 総数 に 対 
し 59.8 22, 被 検 非 農家 は 399 戸 , 非 透 家 総 数 に 対し 34.5 
2 と な り , 農家 の ほう ぅ が 被 検 率 が 高く , 戸数 か ら み れ ば 
全農 家 の 約 6 割 が 検査 を 受け て いる 。 
4. 検査 時 期 及び 検査 方 法 

検便 の 時 期 は 1952 年 11 月 ~12 月 , 方 法 は 飽和 食塩 水 
浮 海 法 を 用 いた 。 被 検便 量 は 1 人 に つき 約 1ー2g, 1 人 
1 回 検査 で , 同一 検査 材料 に つき 24 メ x18mm デッキ ・ 
グラ ス 林 本 を 同時 に 3 枚 作 成 し て 検 鏡 し た 。 

以上 の 検査 で 多 M 者 は 1953 年 2 月, テト レン 
及び 新 ネ マト ー ル を 用 いて を 行 つ た 。 の 手続 
は , 前 日 午後 身体 検査 を 行い , その 場 で 硫 マ 20~30g 
を 投与 し 夕食 は 軽く と ら せ , 翌朝 は 絶食 の ま ゝ 会場 に 参 
集 さ せ , 廊 貝 剤 を 投与 , 2 時 間 後 に 再び 同 量 の 硫 マ を 与 
え 排 便 を 確認 後 帰宅 せしめ た 。 採 は 後 6 時 
間 ま で の 排便 に つい て これ を 行 つ た 。 

5. 検査 成績 

多 感染 状態 

鍋 虫 感染 者 総数 は 275 人 で ぁ つ て , 全 調 査 人 員 1605 
人 に 対す る 感染 百分比 は 17 22 と な る 。 こ れ を 農家 ・ 非 農 
家 に 大 別して みる と , 第 1 表 の 如く , 農家 人 日 の 多 虫 感 
35.4 に 対し て , 非 家 の そ れ は 10.5 な る 。 
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第 1 表 登戸 地区 た に ける 寄生 卵 保 有 


(1952 年 1~12 月 ・ 食塩 水 に ょ る ) 


総数 男 女 総数 男 


感染 者 数 感染 (22) 


女 総数 総数 男 


総 数 427 207 220 151 87 64 35.4 


5~9 42 22 20 1 — 
10~14 2 15 8 6 6.— 2.1 
15~19 37 13 24 9 5 
\ 20~29 72 35 37 26 15 11 36.1 
30~39 59 28 31 35 21 14 
| 40~49 44 15 29 27 H 16 61.4 
| 50~59 51 28 23 25 14 11 49.0 
60 40 18 22 20 14 6 50.0 


4 24.3 


59.3 


42.0 29.1 259 131 128 .60.7 63.3 58.2 
38.5 16.7 20 8 12 54:1 01:5-900 
0909297 42 3 23.983 
73:3 55;2 . 34 12.19. 20:5,.80:0. 
50.0 47.8 17 54:9 .42:8 


ィ / 総 数 1.178 522 656 124 57 67 10.5 


83 43 40 12 8 4 14.5 

20~29 187 77 110 34 17 17 18.2 

30~39 191 69 122 28 9 19 
40~49 167 74 93 26 12 14 15.6 


50~59 97 43 54 


これ を さら に 年 齢 階級 別に みる と 第 1 表 及 び 第 1 図 の と 
り 農家 男子 に つい て は , 既に 10 歳 代 に お いて 感 
-40 達し , 30 歳 を 過ぎ る と 70 越え る と いう 高 率 
を し て いる 。 女 子 は 40 歳 代 の 55 最高 と し , 
男子 より 低 率 で ある 。20 歳 以 上 の 男女 の 感染 率 は それ 
ぞ れ 60.5 2 と 40.8 で あり , 統計 的 に 有意 の 差 が 認め 
られ る (=10.21, P<0.01) が , 20 歳 未 満 の 農家 男女 
の 感染 率 は それ ぞ れ 14.5 2 と 7.6 2 と な り , 有意 の 差 
は 認め られ な い 。 

次 に 非 諾 家 に お いて は , 20 歳 以 上 の 男女 の 感染 率 は 
それ ぞ れ 15.9 と 14.6 で ぁ あり , 20 歳 感染 率 
は それ ぞ れ 4.7 2 と 2.5 2 で あぁ つて, と も に 男女 の 間 に 
有意 差 が 認め られ な い 。 

農家 ・ 非 骨 家 の 差 異 は 第 1 図 と 見 る と お り 20 歳 以 上 も 
20 歳 未 満 も 男女 と も に 農家 の ほ ぅ が 高 率 で , その 差 は 
有意 で あぁ る 。 た だ 10~19 歳 の 階級 だ け を 抜き 出し て み 
る と , 農家 , 非 豊 家 の 間 に , 男子 で は 有意 の 差 が ある が 
(祥三 11.69, P<0.001), 女子 で は 有意 差 が 認め ら れ な 
い 。(22=1.79, P<0.20) 


14.7 


60LLE 64 26 38 10 3 7 15.6 


(10 ) 


160 247 34.6 30.7 37.7 
29 33 36.9 38.2 35.9 
30 30 44.4 43.5 45.5 

9 18 31.4 20.0 43.9 


10.9 10.2 407 
1.3 
18.6 10.0 25 30.1 25.6 35.0 
2.1 15.5 59 2 35 31.6 HA.2 
13.0 15.6 65 18 47 34.0 26.1 38.5 
16.2 15.1 56 17 39 33.5 23.0 41.9 
11.5 18.4 23 9 14 35.9 34.6 36.8 


G 箇 ) 農家 に お ける 上 農業 に 従事 する も の と , し な いも 
の と の 差異 

農業 を 主 と す る 世帯 の 中 で も , 15 歳 以 上 の も の の うぅ 
ち , これ を 専ら 農業 に 従事 する も の と , サラ リー マン 等 
と し て 平素 農業 に 従事 し な いも の と に 分 け て , その 各 群 
に つき 感染 率 を みる と , 第 2 表 の 如く 前 者 は 50.0 2, 
後者 は 19.3 2 で あぁ つて 相当 閉 し い 有 意 差 を 示し て いる 
(=20.19, P<0.001)。 

地帯 別 の 感染 状況 

こと の 地区 は 西北 部 の 純 農 村 部 落と , 東南 部 の 市 笠 地 及 
び 住 宅地 帯 と た 大 別 さ れる 。 諾 村 地 帯 の 被 検 世 帯 101 戸 
の 中 74 戸 73.3 22 は 農家 で あり , 非 農 察 は 27 戸 , 26.7 
ある 。 

地帯 別に みた 虫 感染 は 第 3 如く 地帯 が 
32.7 22, 市 及び 住宅 地帯 が 11.9 な り , 地 
帯 の 人 々 の 感染 率 の ほう が 有意 差 を も つて 高 率 な る こと 
は , 世帯 を 職業 別に 区 分 し た 場合 と ほぼ 同様 の 結果 を み 

(iv) 被 検索 族 の 経済 状態 と 釣 虫 感染 
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第 1 図 登戸 地区 た ける 虫 感染 率 
(1952 年 12 月 ) 
世帯 の 経済 状態 と 多 虫 感染 の 関係 を 考察 する た め , 全 
世帯 を 1952 年 度 総 所 得 額 に より 上 , 中 , 下 及 び 生 活 保 
護 世帯 の 4 群 に 分 ち , その 各 群 に お ける 多 虫 感染 率 を 調 
べ て みた 。 第 4 素 は その 結果 を 示し て いる が , これ に ょ よ 
る と 家計 の の 差 に よ ょ る 感染 率 に は 有意 の は 認 


め ら れ な い 。 


(v) _ 多 虫 感染 者 の 家族 内 集積 状況 

今回 の 検査 で は , 前 述 の と お り , 農 察 で は 世帯 員 総 数 

の 56.6 受検 し , 非 で は 世帯 員 総数 の 60.0 2 
第 2 表 農業 に 従事 する も ゃ も の と し な い ゃ の の 寄生 虫 感 染 率 (農家 世帯 ) 
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受検 し て いる だ け で ある か ら , この 資料 か ら 直 に 家族 集 
積 状態 を 云 *< す る こと は で き な い が , 仮 た 被 検 者 に つい 
て 多 虫 感染 者 の 家族 分 布 を みる と , 家族 内 に お いて 被 検 
者 の 半数 以上 が 感染 し て いる 世帯 は 農家 で は .39.5 祈 を 
占め , 非 翼 家 で は 11.2 2 を 占め て お り , : また 家族 全員 
感染 し て いる 世帯 は 農家 で は 8.8 22, 非 六 家 で は 2.2 22 
と な つて いる 。 

一 家族 当り 平均 感染 者 数 は , 農家 が 1.5 人 , 非 農家 が 
0.3 人 と な る 。 検 は 農 1 戸 当 り 4.1 人 , 非 
が 1 戸 当 り 3.0 人 で あぁ る か ら , 両 群 が 同 一 の 受検 索 と 仮 
定 し て 訂正 する と , 平均 感染 者 数 は 農家 が 1.1 人 , 非 乙 
家 が 0.3 人 と な る 。 

感染 は 伝染 病 の , 初発 か ら 二 次 的 に 感染 
を 起す も の と は 全く 事情 が 泉 る こと は いう まで も な い が 
粗 家族 集積 率 と し て 
1 戸 に 感染 が 2 人 以上 ある も の の 感染 者 総数 て 10oo を 


総 感染 者 数 
と れ ば , 農家 の 粗 家 族 集 積 は X100=82.1, 


そ れ は X100=40.3 と な る 。 

以上 の 集計 で は 家族 別 の 年 齢 構 成 が 均一 で は な い の で 
20 歳 以 上 の も の に つい て 鋼 貝 感染 者 の 家族 別 分 布 を み 
る と , 第 5 表 の 如く 家族 内 に お いて その 半数 以上 が 感染 
し て いる 世帯 は 農家 で は 59.8 22, 非 骨 家 で は 19.8 2 と 
な り , 家族 全員 の 感染 し て いる 世帯 は 農家 の 28.9 2, 
非 の 8.3 占め あて いる 。 ま た 粗 族 集積 率 は 農家 
が X100=78.2, 非 が X100 35.5 と な 
り , 被 検 者 の 年 齢 構成 を 無視 し た 場合 と 大 差 の な い 値 と 
な る 。 

次 に 実際 に 多 虫 感染 に つい て , 家族 集積 性 が 認め られ 
る か 否 か を 検定 ずる た め に , 二 項 分 布 に よる 理論 分 布 を 
計算 す る と 第 6 表 の 如く で あぁ つて, %*- 検 定 に ょ うり 実 際 


農業 に 従事 する も ゃ の 農業 に 従事 し な いも ゃ の 
年 齢 別 感染 者 感染 者 虫 感染 者 者 
実数 率 ( 実数 率 (22) 実 率 実数 (2%) 
総数 272 136 50.0 168 61.7 31 6 19.3 13 41.9 
15~19 23 4 30.4 13 56.5 14 2 14.2 6 42.8 
20~29 57 22 38.6 36 66.6 15 4 26.7 7 46.7 
30~39 58 35 60.3 39 67.2 1 — — — — 
40~49 43 27 62.8 31 2.1 — — — — 
50~59 51 49.0 28 54.9 — — — 
60 以 上 40 29 50.0 21 52.5 — — — — — 
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表 地域 別 寄生 感染 


ーー 
男 女 男 女 総 男 女 総数 男 女 総数 
198 209 133 77 56 32.7 38.9 26.8 246 121 125 60.4 61.6 59.8 


17 19 1 1 —, BB — 2: 10\ 
17 18 8 4 4 22.9 23.5 22.2 17 9 8 48.6 52.9 44.4 
33 41 24 14 10 32.4 42.4 24.4 40 16 24 54.0 48.5 58:5 
24 33 34 17 17 59,6 70.8 51.5 36 16 20.63.2 66.7 60.6 。 
23 30 24 12 12 45.3 52.2 40.0 32 14 18 60.4 60.9 60.0 
23 16 Hr 37.5 16 11 092 69:6 — 
531 667 142 67 75 11.9 12.6 11.2 420 170 250 35.1 32.0 37.5 3 


0~4 175 81 94 12 355 37.:7 8:2 


市 
185% 79 106 36 18 18 19.5 22;8 17:0 61 27. 34 34.2 921 
280239 29 13 16 15.0 17.8 13.3 68 23 45 95:2 3F.5 37;5 
5;6 16:7 MB 14 17 BA 9 っ a 
6 8 19.7 22.2 18:2 23 10 19,92.4. 97.020:5 ネー 
寄生 感染 者 数 感 染 
な いも の 東洋 様 東洋 様 す 
上 8 2 3 4 2 37.5 50.0 25.0 
農 中 136 28 38 83 46 12 
269 39 1402 46 29 
家 グセ 
1 100.0 100.0 
260 93 21 92 94 36 
| 中 536 205 65 188 173 64 
家 
生活 保護 を う 
許 ・…・ 経 済 状 態 の 基準 は 昭和 27 年 度 年 額 総 所 得 に よる 宗 に 
上 …・ 家 族 1 人 当り 50,000 円 以上 ), 
中 …… 20,000 円 以上 50,000 円 
20,000 円 未満 
の 分 布 は 理論 分 布 と 一 致し な い 。 即 ち 上 農家 , 非 髄 家 と も (vi) 釣 由 の 種別 な る 
と, 家族 集積 性 が 認め られ る と いい 3 う る 。 1953 年 2 月 に 上 述 275 人 の 多 虫 感染 者 の 中 145 人 た 莉 は 


(12 ) 


年 

総数 

0~ 4 52 
5~ 9 36 
| 10~14 28 
15~19 35 

30~39 57 

| 40~49 53 

60 以 上 33 
総 数 1,198 

: 
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第 5 表 家族 内 の 釣 虫 感染 状況 (20 歳 以上 の ゃ の) 


1 人 8 8 ° 16 16 
2 人 10 ° 33 66 | 感染 者 の いな 世帯 28 28.9 
3 人 3 5 6 7 ° ° 21 63 ” 50 22 未 満 11 11.3 
3 2 5 3 2 15 60| 、50~9922 30.9 
5 人 2 3 2 2 2 55 100 2 28 28.9 
家 6 人 1 1 6 
世帯 数 計 28 29 22 13 4 ‘ 97 266 計 97 100.0 
人 -4 989-136 5 133 
2 12 10 168 336 | 感染 の いな 世帯 287 76.9 
3 人 33 6 4 1 44 132 未 満 12 3.3 
5 人 3 15 | 1002 31 8.3 
6 人 1 6 | 
| 世帯 数 計 287 69 14 2  ! = 373 706 | 計 373 100.0 
人 69 28 6 107 | 


っ き 和 集団 硫 貝 を 行 つ た 。 使 用 薬剤 は テト レン 4.5g 十 新 
ネ マ トー ル で , 服薬 後 6 時 間 ま で の 排便 を 濾 便 採 虫 し 
た 。 排 典 を 認め た も の は 76 人 で あぁ る が , その 種別 は 第 
7 表 の 如く , アメ リカ 釣 虫 の み を 寄生 す る も の 4 和 人 , 
ヅ ビ = 多 虫 の み を 寄生 する も の 16 人 , 両 種 を 混合 審 生 
する を も の 19 人 と な る 。 混合 寄生 者 の 数 を 両 群 に た それ ぞ 
れ 加 算 す る と , アメ リカ 多 者 は 60 人 , マビ ー= 
者 35 人 と な り , 両 種 寄生 者 の 割合 は 6 対 3.5 
と な る 。 排 総数 は アメ リカ ヵ 令 130, 9 244) 
ビ = 78 30, ?48), で 体 数 で は 5 対 1 
の 割合 と な る 。 1 人 当り 平均 排 貝 アメ 貝 6.2 
(1 人 最高 虫 数 37 , 流行 値 1 ), ダビ = 多 2.2 
集 (1 人 最高 排 由 数 9 令 , 流行 値 1 創 ) で ぁ つ て , 種別 の 
視 合 か ら み て も , また 排出 虫 体 数 か ら み て も , アメ リカ 
銘 虫 の ほう が は る か に 多い 。 

さら に 家 ・ 非 別 の 排 貝 状況 を みる に (第 7 表 ) 
穴 た に お いて は , アメ リカ 多 虫 を 排出 し た も の 51 人 (65.4 
ビー= を 排出 し た も の 27 人 (34.6 2%) な る に , 
非 透 家 に お いて は , アメ リカ 多 貝 を 排出 し た も の 9 人 
(52.9 22), ヅダ ビニ = 鍋 虫 を 排出 し た も の 8 人 (47.1 2%) と 
な る が , 検定 と 両 に た お ける 種 の 分 布 に 有意 
差 は 認め られ な い , (2=0.93, P<0.50) 。 排出 貝 数 は 


で は 1 人 当り アメ リカ 7.1 ダビ = 2.6 
対し , 非 で は ぇ リカ 多 1.7 令 ダビ = 多 
1.1 あぁ つて , 農家 の ほう ぅ が な 感染 受け て い 
る 。 
6. 考 

登戸 地区 の 虫 感染 状態 に 関す る 考察 

本 調査 地区 とこ お ける 釣 虫 感染 率 は 17 で , 県 内 大 船町 
関谷 部 落 の 20.1 22( 原 田 他 1945 年 ) と 大 差 な く , いわ ゆ 
る 地区 ほど の 高 率 で は な く , また その に 
お ける 排 所 より みて も , 大 体 に お いて 軽 感染 者 が 多い と 
考え られ る 。 本 調査 に 続い て 川崎 市 農村 地帯 の 落 地 区 及 
び 野 川 地 区 の 宏 生 虫 卵 検査 を 行 つ た が , その 結果 に ょ れ 
ば , 菅 地区 の 釣 貝 卵 保 有 者 は 2500 人 中 620 人 (24.8 2%2), 
野川 地区 の 鍋 虫 卵 保 有 者 は 690 人 中 293 人 (42.4 2%) で 
あぁ あつ て, 何れ も 本 調査 地区 ょ り は や や ゃ 高 率 の 感 梁 度 を 示 
し て いる 。 小宮 (1953 年 ) は 濃厚 で は , 
感染 源 が 一 般 に 濃厚 に 存在 する と 考え られ る か ら , 年 少 
者 感染 率 と 成年 層 の 感染 と の 比 が , 多 感染 の 
薄 な 地区 の 両 年 齢 層 の 感染 率 の 比 よ . り も 小さ い の で は な 
いか と 推論 し て いる 。 いま 今回 の 調査 に お だ お いて; 5 一 14 
歳 の も の と 20~59 歳 の も の と の 両 年 齢 層 の 感染 率 は そ 
れ ぞ れ 3.9 と 24.2 2 で あり 両者 の 比 は 1 : 6.2 と な り 
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第 6 表 銘 虫 感染 者 の 家族 集積 性 (20 歳 以上 の ゃ も ゃ の) 


( ) 内 は 2 項 分 布 よ り 計算 を る 理論 数 


3 人 5 大 計 
12 3 3 2 0 28 
0 人 (8;5) (9.3) (3.1) (1.2) (0.5) (0.0) (22.6) 8.016 
os 11 5 2 3 0 29 a 
(7.6) (16.4) (8.3) (4.2) (2.0) (0.1) (38.5) . 
EE: 10 6 5 1 0 22 
(7.3) (7.4) (5.6) (3.6) (0.3) (24.2) 
Wx 7 3 2 13 
(2.2) (3.3) (3.2) (0.3) 
で 2 2 0 4 
数 (0.7) (1.4) (0.2) (2.3) 
1 0 1 
5 人 (0.3) (0.1) (0.4) 
x2—15.880 
n=3—2=1 
p<0.001 
検 数 
2 人 3 人 4 人 6 人 計 
117 121 33 14 1 1 287 
0 (116.5) (a2.4) (7.0) M0.4) (1.3) 0.4) (277.0) 3.55 
20 37 6 5 0 69 
(20.6) (428) (14.4) (7.4) (1.2) (0.4) (86.7) 6.83 
10 4 0 14 
(3.8) (2.5) (2.0) (0.4) (0.2) (8.9) 
1 1 2 
者 3 人 
(0.2) (0.2) (0.1) (0.0) 0 i 
(0.0) (0.0) (0.0) 
0 0 
(0.0) (0.0) (0.0) 
x:—23.790 
n=3—2=1 
p<0.091 
表 駆虫 に よる 排 数 よび 虫 の 種別 (使用 薬剤 ・…・ テ トレ ン 二 新 ネ マト ー ) 
排 下 者 数 虫 の 数 ( 隻 ) 1 人 当り の 排 虫 数 
アメ リカ ジ ピ ビー アメ リカ ビニ = 
総 数 145 。69 eT 19 374 130 244 78 30 48 6.2 
家 101 42 32 19 359 125 234 69 26 43 7.0 
非 44 27 17 9 8 5 1.7 
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同氏 等 の 埼玉 県 行田 市 に お ける 値 1 : 1.22 乃至 1 :2.30 

ょ り は る か に 大 きく な つて 同氏 等 の 推論 の 正 し さ を 衣 書 
する が 如き 結果 を 示し て いる 。 そ こ で 同じ 登戸 地区 に お 
い ぃ いて 諾 村 地 帯 と 市 街 地 及び 住宅 地帯 の 上 記 両 年 齢 層 の 感 
染 率 の 比 を 調べ て みる と 農村 地区 で は 1 : 3.7 で あぁ る に 
反し て , 市街地 で は 1 : 12.3 と な り 感 染 源 の 濃厚 な 地帯 
ほど この 値 は 小さ く な つて いる 。 

な お 同じ 川崎 市 農村 地帯 の 中 で も 本 地区 が 及 び 野 川 
の 両 地 区 に 比較 し て 低 率 で ある の は , 後 二 者 が 純 農 村 基 
帯 で ある の に 対し , 本 地区 は 農村 地帯 と 市 街 地 及び 住宅 
地帯 と か ら な つて いる た め と 考え られ る 。 い ま 上 農家 世帯 
の み に つ いて みる と 本 地区 と 菅 地区 の 感染 率 は 各々 35.4 
と 38.0 な つて , その 間 有 は 認め ら れ な い 。 
農業 経営 の 状態 か ら み て も , この 二 つ の 地区 は と も に 稲 
作 と 果樹 裁 培 の さか ん な 地区 た として, 主要 な る 感染 の 
場 と し て の 畑 園 の 汚染 度 は ほぼ 等 し いと 考え られ る 。 
これ に 反し 本 地区 と 野川 地区 と で は , 農家 世帯 に の みつ 
いて みて を も 15 歳 以 上 の も の の 感染 率 は 46.9 2 と 60.5 
2 で あり , その 間 有 意 の 差 が 認め られ る , (4x? =12.51, 
P<0.005) 。 思 うぅ に 野川 地区 は 本 地区 と り , 培 
の さか ん な 地区 で あぁ つて , // の 場 な る 畑 
度 も 高く , また 畑 画 に 立入 る 機会 も 頻 築 な た めで あろ うぅ 
こと が , か まる 有意 差 を 招来 し た 原因 で は ある まい か と 
老 え られ る 。 

(ji) 多 虫 感染 率 と 各種 社会 生物 学 的 条件 に 関す る 考 


本 調査 に と ょ つて も 鍋 虫 感 染 率 は , 戦 業 別 , 性 , 年 齢 別 
に 明か に 相 異 が 認め られ る , し た が つて 一 定 地 区 の 鍋 虫 
感染 示す 場合 に は , 常に 職業 別 , 特に 農業 , 非 骨 
の 別 及び 性 , 年 齢 別 の 観察 が 必要 で ある こと を 痛感 す 
る 。 本 調査 の 結果 を みて も , 20 歳 以 上 の も の に つい て 
は , 農 察 で は 男女 の 聞 に 感染 率 の 差 が 認め られ , 男子 が 
有意 差 を も つて 高 率 で ある が , 非 骨 家 におい て は 男女 の 
差 が 認め られ な い 。 ま た 同じ く 農 業 を 主 と す る 世帯 に お 


いて を も , 平素 農業 に 従事 する も の と 然 ら ざる も の と の 聞 


に も 感染 率 に 有意 の 差 が 認め られ る こと は 前 述 の と お り 
で ある が , その 理由 は , // 感 染 の 場 な る 畑 園 え の 立 入 

り の 頻度 の 多い も の ほど 濃厚 な 感染 を 受け る か ら で あ ろ 
うと 解釈 する こと が で きる 。 

一 方 単に 感染 率 だ け で な く , 釣 虫 の 感染 量 及 び 種 別 か 
ら み て も と 全く 同様 の 解釈 を 下 し うる も の と 考え られ 
る 。 即 も 農家 , 非 峰 家 別 の 排 貝 状況 は , 1 人 当り 平均 排 
数 が , 農家 で は リカ 虫 7.1 , マビ = 2.6 
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対し , 非 で は アメ リカ 多 1.7 マビ = 多 
1.1 隻 と な り , 農家 の ほう ぅ が 濃厚 な 感染 を 受け て いる 。 
今回 の 検査 で は 虫薬 後 時 間 と い 限ら れ た 
の も の で ある が , 投薬 後 8 時間 以 内 に 排出 され る 多 虫 数 
は , テト レン 及び へ ノボ ポジ 洒 製 剤 の 場合 に は 大 約 40~ 
90 2 の 間 を 上 下 し , 24 時 間 以 内 に は 90100 が 排出 
され る と いう 報告 ( 小 官 等 , 1952 年) を 老 慮 し , 本 地区 
の 多 虫 の 分 布 及び 感 楽 総量 を 推定 す る こと は 可能 で あ 
る 。 

な お アメ リカ 多 虫 が 農家 に お いて , より 濃厚 に 感染 し 
て いる 事実 は , アメ リカ 多 と ダビ = の 感染 経路 に 
相 の あぁ る こと を 示 する も の で を も あろ う 。 

(jii) 鍋 虫 感染 の 家族 集積 に つい て 

多 虫 の 感染 経路 の 実態 を 把握 する に は , 個々 の 農家 の 
生活 と 農業 経営 の 実際 を 詳細 に 調査 研究 する 必要 が ある 
の で ある が , 今回 は その 第 一 歩 と し て , 釣 虫 感染 者 の 家族 
内 分 布 を 分 析 し て みた 。 今回 の 検査 で は , 家族 構成 員 の 
約 6 割 が 受検 し て いる だ け で ある か ら , この 結果 か ら 直 
こ 結 論 づ ける わけ に は いか な い が , 家族 集積 性 の 有無 を 
二 殴 分 布 に より 理論 分 布 を 計算 し て **- 検 十 を 行う と , 
明か に 実際 分 布 と 喰い 違い 家族 集積 性 が 認め られ る 。 こ 
の こと は 同一 の 畑 國 と に 立入 る 同一 家族 の も の が 同様 に 感 
受け る こと , 換言 すれ ば , 多 は 主として 同一 家族 
人 員 を 中 心 と し て その 存続 を 維持 し て いる こと を 意味 す 
る も の と 考え られ る が , 一 方 この 問題 の 解明 の た め に は 
濃厚 感染 家族 と その 対照 と し て 無 感染 家族 と の 農作業 の 
方 法 の 相 異 その他 の 条件 を も 将来 さらに 具体 的 に 調査 し 
て みる 必要 が あろ う 5 。 

( ) 飽和 食塩 水 を 用 い て 川崎 市 登戸 地区 の 
虫 感染 状況 を 調査 し た 。 その 結果 全員 の 釣 虫 感染 率 は 17 
2 で あつ た が , 農家 世帯 の 20 歳 以 上 の も の に つい て は , 
男子 の 感染 率 は 60.5 2, 女子 の それ は 40.8 で ぁ つ 
た 。 釣 貝 感染 濃度 は 一 般 に 稀 薄 で あり , 少年 層 と 成年 層 
の 感染 率 の 比 は 農村 地 帯 で 1 : 3.7, 住宅 地帯 で は 1 :12.3 
を 示 

(i) 農家 に お ける 上 農業 に 従事 ある も の と 然 ら ざる も 
の の 多 感染 は それ ぞ れ 50 び 19.3 , その 間 
有意 の 療 が 認め られ る 。 

i) 農村 地帯 と 市 街 地 及び 住宅 地帯 の 感染 率 は それ 
ぞ れ 32.7 11.9 あり , 農村 地帯 の ほう が 有意 差 
を も つて 高 率 で ある 。 

(iv) 家計 の 差 に ょ る 多 感染 率 に は 有意 の 
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は 認め られ な い 。 

(v) 多 虫 感染 者 の 家族 集積 性 の 有無 を 二 項 分 布 に よ 
り 理 論 分 布 を 計算 し て 〆*- 検 填 を 行う と 明らか に 実際 分 
布 と 喰い 違い 家族 的 に 集積 し て 感染 し て いる こと が 認め 
られ る 

- (vi) テト レン 及び 新 ネ マト ー ル で 虫 し , 服薬 後 6 
時 間 ま で の 排便 を 採 し た 結果 は アメ リカ 虫 を 
生 す る も の 41 人 , ヅ ビ = 多 虫 を 寄生 する も の 16 人 , 両 
種 を 混合 寄生 する も の 19 人 で ぁ つ て , 両 種 寄生 者 の 割 
合 は .6 対 3.5 と な る 。 排 総数 は アメ リ 374 , 
ヅ ピ ビー= 多 虫 78 令 で 貝 体 数 で は 5 対 1 の 割合 と な る 。1 
人 当り の 平均 排 は , アメ リカ 6.2 , ダビ = 
2.2 で ぁ つ た 。 

稿 を た 臨み 終始 な る 御 指 V 御 校 を 賜 つ た 予 
防衛 生研 究 所 寄生 虫 部 長 小宮 義孝 博士 に 深く 感謝 レ し レ あぁ あわ 
せ て 終始 本 調査 に 協力 し て 下さ つた と 同 研究 所 員 石 崎 , 佐 
藤 , 久 津 見 の 諸氏 に 感謝 の 意 を 表す る 。 
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マラ リア Plasmodium berghei Vincke 
et Lips, 1948 の 研究 (2) 


アカ ネズ Apodemus speciosus Temminck, 1847 及び 
ハタ ネズ スミ Microtus montebelli Milne-Edwards, 1874 ee 


に 対す る 感染 様相 に つい て 


神 田 錬 


東京 大 学 伝染 研究 所 寄生 研究 部 ( 任 佐々 学 助 教授 ) 
(昭和 29 年 5 月 11 日 受領 ) 


まえ が き 
白 び マ ウツ ス が , ラリ ア 原 虫 Plasmodium ber- 
ghei Vincke et Lips, 1948 に 感染 し て , 顕著 且つ 銀 激 
に 発症 を 起す 事 は , 既に 本 研究 の 第 1 報 に 報告 し , 是 つ 
叉 外国 に 於 いて も 多く の 実験 が 行わ れ て いる が , 圭 々 は 
日 本 の 野 肖 と し て 代表 的 な 2 種 ア カネ ズミ Apodemaus 
speciosus Temminck, 1847 及び へ タネ ズミ Microtus 
montebelli Milne Edwards, 1874 に つい て , 肖 マ ラリ 
ァ に 対す る 感受 性 を 知る 為 に 実験 を 行 つ た 。 そ の 結果 前 
者 は 非常 に 感受 性 が 張 い が , 後者 は 単に 不 顕 性 感染 を 示 
す に すぎ ぬ と いう 興味 ある 知見 を えみ た の で , ここ に その 
成績 を 報告 する 。 
実 

本 実験 た 使用 し た 汚 マ ラリ ア 原 虫 は , 第 1 報 に の べた 
も の と 同一 株 で あぁ る 。 

(1) アカ ネズ ミ の 実験 

アカ ネズ ミ は 東京 都 港 区 白金 台 町 の 自然 教育 園 に と 於 い 
て 生 捕 り し て , マッ ス の 91 代目 の 感 血 材 料 ( 
マラ リア 原虫 寄生 赤血球 2,097,000 っ 含有 生理 的 食塩 水 
溶液 ) を その 腹 受 内 に 接種 し た 。 

接種 の 結果 アカ ネ ズミ の 末 に 出現 し た 原虫 赤 


Tz6 Kanda, Hiroshi Tanaka: Studies on the 
Plasmodium berghei Vincke et Lips, 1948. (ID) 
The Pathogenicity of Plasmodium berghei to 
Apodemus speciosus and Microtus montebelli. (The 
Department of Parasitology, The Institute for 
Infectious Diseases, University of Tokyo.(Chief:: 
Dr. Manabu Sasa) 


は , 接種 後 3 日 目 は 薄 層 標本 ライ ト 氏 色 で 
200 視野 単位 陰性 で あつ た が , 8 日 目 に は 赤血球 300 コ 
に つき 17 = 陽 M 性 で , 以後 顕 閉 に 出現 し て , 18 日 目 に は 
血 顕著 で , な 赤血球 末 出現 と し か も 原虫 
の 寄生 せる 球 を 認め た 。 は 運動 性 に , 22 
日 目 に 死亡 し た 。 対照 マッ は , 接種 3 日 目 よ り 陽 
性 で あぁ つた 。( 表 I) 

(2) へ タネ ズミ の 感 皆 実験 

第 1 回 実験 

第 1 表 第 1 回 実験 アカ ネズ ミ 及 び ハ タネ ズミ 

に 対す る ラリ ア 原 虫 接種 実験 (1) 


Apodemus spec. 2,097,000 — 死亡 
Microtus m. 2,097,000 一 死亡 / 
対照 Mous 1 2,097,000 死亡 
3 2,097,000 + 世 生存 


ハタ ネズ ミ の 血液 は 乳剤 接種 (2) 


接種 9 日 15 

3 血液 

6 有 乳剤 死 


て 
; 
* 
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ハタ ネズ ミ は , 東京 都 板橋 区 の 荒川 河原 の 戸田 橋 附 近 
より 生 皇 り し た も の を 使用 し , アカ ネズ ミ と 同様 且つ 同 
時 に ラリ 原虫 を 接種 し た 。 種 3 日 目 の 検 ( ア 
カネ ズミ と 同様 の 方 法 を 行 つ た ) に 於 て , 原虫 陰 生 で あ 
つた が , 同日 不慮 の 外傷 を 受け て 死亡 し た 為 , その 心臓 
及 び , 各 3 匹 づ つの マッ に 種 し た 。 の 


マッ ウッ ツ ス の 検 血 は 9 日 目 , 15 日 目 何 れ も 原虫 陰性 で あつ . 


た 。 

第 2 回 実験 

第 1 回 実験 と 同一 の 場所 より 生 捕 り し た ハタ ネズ ミ 3 
と その 対照 マッ ス 5 に , 同一 株 の 76 代目 の ラテ 
リア 原虫 寄生 13,000 っ 含有 生理 的 食塩 水 た て 
論 し た マウ ッ ス 血液 0.2cc を , 腹 腹 内 接種 し て , 33 日 目 
和 に 4 回 検 血 を 行 つ た が , 200 視野 単位 陰性 で あつ た 。 
に 対し て 対照 マッ ス は 9 日 目 以 後に は 陽性 な る を 認め 
重 冬 な 発病 を 示し て 内 4 匹 は 20 日 目前 後に 死亡 し た 。 
実験 後 へ タネ ズミ 2 死亡 た が , 時 , マラ リア 
の 死因 と 思わ れる 所 見 を 認め な か つた 。( 表 ID) 
第 了 I 表 第 2 回 実験 ヘタ ネズ ミ に 対す る 感染 実験 
第 接種 

接種 数 4 日 9 17 33 

(—) (—-)  (-~) 

(—) (~) (—) 
(+) ( ) 


IM = 


=) 
) 
| 


) 
13,000 (一 ) (+) 死亡 18 
マ 、 No.3 13,000 (一 ) (+) ( 死亡 18 日 
No.4 13,000 (一 ) (+) ( 死亡 22 
\No.5 13,000 (一 ) ( ) ( 死亡 25 日 後 


第 II 回 接種 (第 1 回 接種 後 34 日 目 執 行 ) 
日 ) (43 日) 
323000 
へ ズミ No.2 原 接種 (一 ) 
第 2 回 接種 - 
第 1 回 接種 に 使用 し た へ タネ ズミ の 中 の 1 匹 に つい て 
第 1 回 接種 後 34 日 目 に 200 視野 単位 原虫 陰性 で あぁ る の 
を 確 め て , 77 代目 の 原虫 審 生 赤血球 322,000 っ 接種 し 
て , 9 日 目 の 検 血 で も な お 陰性 で あぁ つた が , ( 表 ID11 日 
目 に 死亡 せる を 発見 し て 。 そ の 心臓 血 及 び 膝 臓 乳剤 を マ 
ッ ス に 接種 し た と ころ , 肝 臓 乳剤 接種 群 は 10 日 目 た に は 
1 克 20 日 月 に は 他 の 1 マツ が 原 虫 陽性 と な つっ つた 
の を 認め た 。 血液 接種 群 で は , 1 匹 が 10 日 目 に 検 面 し 


死亡 45 日 後 
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て 原虫 陽性 で 20 日 目 た に は 死亡 し た ( 表 IN)。 
第 II 表 第 2 回 実験 へ タネ ズミ の 


血液 は 乳剤 接種 実験 
接種 10H 20 日 
マウ ス Nco.1 有 乳 (+) ( 
2 (—) (++) 
3 実験 途中 死亡 
4 血液 (+) 死亡 
5 実験 途中 死亡 
6 実験 途中 死亡 


総括 及び 考察 

穫 者 は , アカ ネズ ミ 及 び へ タネ ズミ に つい て , 感染 実 
験 を 行 つ て , 前 者 は 顕 性 是 つ 急 患 で 重 冬 な 経過 を と つ 
て , 感染 か ら 発 病 次 いで 死 へ と 到 る 事 を 知 つ た の に , へ 
タネ ズミ で は , 3 回 に 豆 つ て 行 つ た 実験 に お いて , へ 々 
ネズ ミ の 血液 中 に 検 血 に と にょ つて その 感染 し て 居る 事 を 短 
る 事 は 出来 な く て , 間接 的 に マッ ス へ の 接種 に ょ っ て, 
その 血液 及び 肝 臓 に 原虫 を 見 出す 場合 も ちる こと を 知 つ 
た 。 し か も その 感染 は 軽微 で , マッ ス を 発症 せしめ ら る 
程 の 病原 性 を 必ず し も 有 し な い 事 を 知 つ た 。 

様 に 削 種類 に と ょ つて , その 病原 性 が 異 る 事 
は , 従来 の 諸家 の 発表 し た 実験 結果 を まとめ て 見 る と , 
( 表 IV) 各種 各 様 で ある 事 を 知る が , Microtinae 亜 科 
に 属す る も の は , 一 般 に 病原 性 乃至 感受 性 弱い 傾向 に あ 
る が , Murinae 亜 科 に 属す る も の は , 顕 性 で 病原 性 乃 
至 感 受 性 強い も の が 多い 。 その 他 の 穴 歯 目 と し て , Me- 
socriceltus, auratus (Adler et al, 1950), Sciurus pal- 
manum, (Ramakrischnan & Prakash, 1950), Cavia 
cobaya, (Vinke &Lips, 1948) が , Lagomorpha 目 で 
は Lepus cuniculus, (Vinke & Lips 1948), Chi- 
roptera 月 で は Roussetus leachi, (van Riel, 1950), 
等 に つい て 行わ れ て 居る が , Mesocricetus auratus (ha- 
mster) , は 感受 性 強い が , 他 は 不 顕 性 乃至 軽症 で ある 。 
( 表 IV) 

摘 要 

1) ア カネ ズミ の 1 例 で は , 煎 マラ リア 原 貝 に 対す る ・ 
感受 性 強く , 接種 後 8 日 目 た に は 赤血球 300 = 中 原虫 寄生 
赤血球 17 = 陽性 を 示し , 以後 顕著 な 原虫 出現 と , 和 血 
及び 運動 性 の 喪失 と を 示 し て 22 日 上 且 に 死亡 する に 到 っ 

2) へ タネ ズミ の 実験 は 全部 で 4 例 で ある が , 何れ も 
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第 IV 表 目 及 びそ の 他 二 三 動物 の ラリ ヤ ャ に 対す る 感染 状況 


Rodents species Pathogenicity Reporter Locality 
Family Muridae 
Subfamily Microtinae 
Microtus guentheri eo Adler, et al. (1950) Parestina 
atent 
M. pensylvanicus p. mild or Mercado & Coatney (1953) U.S.A. 
manifest 
M. montebelli latent *Kanda & Tanaka(1954) Japan 
Clethrionomys glareolus latent Bray, R. S.(1951) England 
brittanicus 
Subfamily Murinae 
Thamnomys surdaster manifest Vincke & Lips (1948) Belgium 
Maus musclus 2 
(expelimental albino mous) 
(expelimsntal albino rat) 
R. rattus 2 Vincke & van den Bulcke(1949) » ヶ 
Sigmodon hispidus h. mild Rodhain, J. (1949) y 
Oryzomys spectabiles manifest Mercado & Coatney (1953) U.S.A. 
Dipodomys spectabiles 
D. merriami mild 
Perognathus penicillatus manifest 
Acomys cahirinus mild 
Apodemus speciosus manifest *Kanda & Tanaka(1954) Japan 
Meriones shawi latent Sergent & Poncet(1950) North-Africa 
Mesocricetus auratus manifest Adler‘et al (1950) Parestina 
(hamster) 
Family Sciuridae 
Sciurus palmanum mild Ramakrischnan & Prakash India 
(gaden squirrel) (1950) 
Family caviidae 
Cavia cobaya (ginea pig) 2 Vincke & Lips(1948) Bergium 
Lagomorpha Leporidae 
Lepus cuniculus (rabbit) resistant Vincke & Lips(1948) Bergium 
Chiroptera 
Roussetus leachi (fruit bat) mild van Riel(1650) France 


その 実験 経過 中 に 末 柏 血 中 へ の 原虫 出現 は 200 視野 単位 
陰性 な る 結果 を 示 し た が , その 内 2 例 た について, 血液 及 
び 肝 臓 乳剤 を マッ ス の 腹 有 内 に 接種 し た と ころ , 1 例 の 
ハタ ネズ ミ か ら の 材料 と よ つて , マッ ウッ ス は その 末 
吉 に お いて 原虫 陽性 を 示 し た 。 

3) 日 本 産 の 代表 的 な 野 削 た に つい て 以上 の 結果 を 得 た 
の で ある が , 外国 に 於 いて 行わ れ た , 以上 目 その 他 二 三 
の 動物 に 対す る 滅 マ ラリ ア の 接種 実験 を まとめ て , 之 等 
の アカ ネズ ミ の 属す る , Murinae は 性 乃至 


- 急 性, ヘタ ネズ ミ の 属す る Microtinae 亜 科 は 不 顕 性 乃 


至 軽 症 と いう 3 傾向 を 示 し 筆者 等 の 実験 結果 と 一 致し た 傾 
向 に ちる 事 を 知 つ た 。 

稿 を 終る た に 当 つ て , 本 研究 に 終始 御 る 御 指導 
に 御 賜 つ た 佐々 学 及び 研究 の 諸氏 に 深 其 の 
謝意 を 表し ます 。 
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飼養 液 圧 の に 及ぼ ば す 影 


達 


久 津 見 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 貝 部 
(昭和 29 年 5 月 13 日 受領 ) 


貝 の 容器 内 飼養 の 研究 は 多数 の 学者 に よっ つて 報告 さ 
れ て いる が , 石崎 も 数 年 来 興 虫 飼養 液 に 関す る 基礎 的 研 
究 を 行 つ て きた 。 

この 論 その 一 部 と し て , 液 透 圧 の た 及 
ぼ す 影響 を 報告 する 。 そ の 内 で も 特に 硝子 管 容 器 内 の 上 映 
貝 の 運動 に 及ぼ す 影 響 に 重点 を お いて し ら べ た 。 

上 は 腸 内 に 寄生 する の で , 腸 内 の 圧 の 影響 を うぅ 
ける 。 生体 内 で 湖 透 圧 を 左右 す る 重要 な 物質 は Na と 
Cl で あぁ あり, その オン は の 体 表 で ある 角 層 と 消 
化 管 を と お し て 自由 に 下 虫 の 体内 た 出入 する も の で ある 
こと は 既に 藤瀬 直孝 等 (1938) 及び Hobson 等 (1952) の 
研究 で 明らか で ある 。 

同氏 等 は NaCl を 使用 し て , 透 の 虫 た 及 
ぼ す 影響 を し ら べ て いる が , その 成績 を みる と , 生存 日 
数 を 目標 に し て 37~38°C 恒温 槽 中 で の 最適 濃度 は , 衣 
瀬 等 で 0.95 22, Hobson 等 で 生理 的 食塩 水 よ り や ゃ 高 
い 測度, Raymond 等 (1952) で 1 ある 。 

私 達 も 同じ 考 を 方 か ら 0.65~1.25 2 NaCl 溶液 を 
作っ つて 実験 し た 。 但 し この 場合 石崎 ・ 板 東 (1952~1953 
学会 抄録 ) の 研究 に ょ り 液 の 微生物 の の 影響 
が 無視 出来 な い の で , Dehydrostreptomycin 及び De- 
hydro acetic.acid を 飼養 液 中 た に 加え た 。 又 液 温 は 石崎 
・ 板 東 (1952) の 研究 に ょ り 32°C 恒温 と し た 。 

上 虫 の 受け る 影響 を 知る 目標 と し て は , 体重 の 変化 と 
の 運動 を 選ん だ 。 

腸管 と 同じ 太 さ の 硝子 管 を 作り , 飼養 液 を 充 た し て , 
貞 息 を この 中 に 入れ る と 特殊 な 前 進 運 動 を する 。 (小林 
・ 板 東 , 1951) 


Tatsushi Ishizaki Haruhiko Kutsumi: Influence 
of osmotic pressure of the environmental fluid 
upon Ascaris, 

(Division of Parasitology, National Institute of 
Health, Tokyo, Japan.) 


上 銅 虫 は この 運動 に ょ よ つ て 硝子 管内 で 前 進 す る の で , 光 
を 正規 前 進 運 動 と 名 付け , その 統計 的 研究 の 際 は すでに 
報告 し た (石崎 ・ 板 東 , 1952) 今 日 は この 前 進 運 動 が 湖 透 
圧 の 影響 を うけ て どう ぅ 変る か を し ら べ た 。 

2. 実験 方 法 

豚 の 遇 虫 を 使用 し た 。 履 場 に 行き 直接 腸管 内 か ら 採 取 
し 32~35°C に 保温 し た 魔法 尊 に 入れ て 持ち 帰り 実験 に 
供し た 。 

飼養 液 の 組成 は Na C1 2 : 1.25, 1.10, 1.05, 1.00 
0.95, 0.90, 0.85, 0.80, 0.75, 0.65 の 10 種類 と し , 
微生物 の 防ぐ た め に Dehydrostreptomycin 50 
r/cc, Dehydro acetic acid 50 r/cc の に し た 。 

飼養 液 量 は 1 硝子 管 160cc と し , 2 の 
を 投入 し た 。 

同一 濃度 の 飼養 で は 3 , 雄 3 計 6 匹 の を 
考察 し た 。 又 飼 養 液 は 48 時 間 ご と に 取り か ょ を, 液 温 は 
32°C 恒温 と し て に 格納 し た 。 

考察 の 目標 は 正規 前 進 運 動 存 在 期 間 , 自発 的 の 運動 の 
存在 期間 , 上 虫 の 体重 の 変化 で ある 。 下 貝 体重 の 測定 は 
毎日 1 回 行 つ っ た 。 即ち 銅 虫 を 取出 し て ゲー ぞ の 上 に 置 
き , 体 に つい た 水滴 を 除い た 後 , トル ヂ デオ ン 称 に の せ て 
体重 を 読み , すぐ 飼養 液 中 に 戻し た 。 こ の 場合 誠 虫 が 弱 
ら な いよ うに ピン セッ ト は 使用 せ ず に 素手 で 軽く 行 つ て 
操作 。 

3. 実験 成績 と 考 接 

1) 体重 に 及ぼす 湖 透 圧 の 影響 

9 種 の 測度 の NaCl 液 た 於 て 中 雄 別に 体重 の 変化 を 
追求 し て みる と , 横 還 に 日 数 , 縦 軸 に 体重 (g) を と る と 
Fig.1 の よう な 成績 を 得 た 。 こ の 体重 曲線 は 3 匹 の 平均 
値 を と つた も の で ある 。 

体重 に 変化 を 及ぼ さ な い は , 0.61.0 NaCl 
液 の 濃度 で , これ より 高い 濃度 で 体重 減少 し , 又 ょ より 
低い 濃度 で は 体重 が 増加 し た 。 そ の 変化 の 度合 は 雌 座 共 
同 で 性 質 の も の で あつ た が , 雌 貝 の 曲線 の 方 が 変化 が 明 
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Fig.1 体重 曲線 (8, 


で つた 。 

私 達 の 実験 の 最高 漠 度 1.25 2 NaCl 液 中 で は 投入 後 
24 時 間 に 明 な 体重 が 起り , 肉 有 的 に も 体 が や 
や し ぼん だ 感じ が ある 。 そ し て その まま 経過 し て 5 日後 
は 体重 が 増加 し た が , が し て 生活 機能 が 
えた た め 角 皮 層 の 透過 性 が 変化 し た た めで あろ うと 考え 
られ る 。 

最低 濃度 0.65 祖 Na Cl 液 で は 上 記 と は 逆 に 投入 24 
時 間 後に 著 明 な 体重 の 増加 が み ら れ た 。 そ し て 体 は 太く 
な つて 張 切 つた 感じ と な つた 。 以後 体重 は 増加 の 傾向 を 
示し た が , り 圧 の 直接 作用 ば か り で な く 生 


days 
g 共に 3 例 平 均 値 ) 


活 機能 の 酔 え た た め , 角 皮 層 の 透過 性 の 変化 し た た めで 
あろ う ° 

以上 の 濃度 より も 濃度 差 の 少 い 場合 , 即ち 1.10 2 Na- 
Cl 及び 0.80 22 NaCl 液 で は 体重 曲線 は 特殊 な 形 を 示 
し た 。 管 は いずれ を も 基 透 圧 の 差 の た め に 起 つ た 体重 の 変 
化 を 元 に 戻 そ と する 形 で あぁ る 。 上 の に 対 
する 調節 力 の 存在 を 示す も の と 考え られ る 。 

以上 の 結果 か ら , 体重 曲線 を 通じ て みた 上 螺 虫 の 至 適 疹 
透 圧 は 1.0~0.9 22 NaCl 液 の 範囲 で あぁ る 。 

2) 正規 前 進 運動 に 及ぼ す 湖 透 圧 の 影響 

各種 濃度 の 液 に お いて , 螺 虫 が 正規 前 進 運 動 を 行う こ 
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と の 出来 る 期間 の 平均 値 , 自分 で 動く こと の 出来 る 期間 
の 平均 値 を 求め た 。 (1 群 6 匹 ) Fig.2 の ょ うに 横 還 に 
日 数 , 縦 軸 と NaCIl の g 2 を と り , 1 本 の ヒス トゲ ダラ 


ム は 同一 濃度 で の 正規 前 進 運 動 存在 日 数 平均 値 (黒色 部 


の 右端 ), 自発 運動 存在 日 数 平均 値 ( 狼 線 部 の 右端 ), 生 
存 日 数 平均 値 ( 白 色 部 の 右端 ) を 示 し た 。 


wack 


Fi3.2 正規 前 に 及ぼ す 透 圧 の 影響 
(8, ? 計 6 例 の 平均 値 ) 
この 図 を みる と , 0.95 22 NaCl 液 で は 興 虫 は 一 番長 
い 間 正規 前 進 運 動 及び 自発 運動 を 行 つ た 。 即 ち 正 規 前 進 
運動 存在 日 数 平均 値 4.9 日 , 自発 運動 存在 日 数 平均 値 
7.5 日 で ある 。 0.95 2 より 高い 濃度 で も 低い 濃度 で も, 
これ ら の 存在 期間 は 閉 し く 短 縮 し た 。 こ の 差 は 平均 値 の 
一 様 性 の 検定 (増山 , 1949) で し ら べ て 5 2 以下 の 危険 率 
で 有意 で ある 。 . 
即ち 正規 前 進 運 動 を 通じ て みた の 至 適 透 圧 は 
0.95 2 NaCl 液 の み と い うぅ 結果 と な つた 。 ; 
腸 内 容 液 の 湖 透 圧 は 常に 体液 か ら の 無機 オイ オン の 出入 
に ょ つて 補正 され 一 定 値 を 保つ も の で ある か ら , 環 虫 は 
基 透 圧 に 対し て 抵抗 力 が 極め て 弱い も の で あろ う 。 
4. 
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NaCl は 中 で 完全 に 解離 し , 生 体 の 湖 圧 は 主 
と し て NaCl に ょ っ つて 左右 され , の 角 層 , 
化 管 を 通し て NaCl は 自由 に 体内 に 出入 する も の で あ 
る か ら , 圧 の に 対す る 影響 を NaCl 液 に 
っ て べ た 。 

実験 成績 を みる と , 体重 の 変化 曲線 か ら み た 肖 透 圧 の 
影響 は NaCl 1.0~0.9 2 状 液 が 至 適 範 囲 で あつ た 。 し 
か し 正規 前 進 運 動 存在 期 間 か ら 見 る と , 0.95 2 NaCl 
液 だ けが に 至 適 で あつ て , 1.0 0.9 2%% NaCl 
液 中 で は すでに 正規 前 進 運 動 存 在 期 間 の 短縮 が み ら れ 
た 。 

こと の 結果 か ら 断 す る と , は 透 圧 に 敏感 で , 
養 に 際 し て は 0.95 液 た 相当 す る 湖 透 圧 の み が 適当 で 
ある 。 
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アラ ント ラク トン の 駆虫 成績 


堺 市 立 健 康 教 育 研 完 所 
(昭和 29 年 9 月 5 日 受領 ) 


科 植物 の 一 種 大 車 (Inula Helenium L.) の ( 
方 名 , 土木 ) か ら , 水蒸気 に て 得 た 結 
体 「 ラン トラ クト ン 」(Alantolactone) が 薬 と 


し て 卓 効 が ある の で , 堺 市 に 学童 に 就 い て 実験 研究 を 行 . 


集団 剤 と し て は , アラ ント ラク トン 単独 より も, 
材料 入手 の 便 が 多い の で , 「 サ ント = ン 」(Santonine) と 
「 ア ラン トラ クト ン 」(Alantolactone) の 混合 剤 を 用 いた 。 
その 結果 この 混合 剤 が サナ ント = ン よ り 安 全 且 つ 有 効 で 推 
奨 に 値する こと を 認め た 。 

言 

茂 国 の 映 虫 卵 保 有 率 に つい て は , 戦前 で も 農村 に 於 て 
60~70 2 に 達し , 戦後 の 国民 生活 の 変化 , 主として , 家 
庭 茶園 に, 新鮮 な 人 葵 肥料 を 用 いる こと に 依っ つて 都会 と 
農村 と の 区 別 な く , 学童 に は 89~90 2 卵 保 有 率 
を 示し て いた 。 

終戦 後 , 歳 月 を 経過 する に 従 つ て, 生活 の 向上 と 衛生 
想 の 普及 と 相 つ て, 減少 し つ あぁ る が , 一 方 に 
は の 感染 経路 の 研究 と ょ っ て , 野 ら の 感染 の み 
で な く , 容 気 中 に 舞 ひ 上 る 鹿 二 , 都会 地 の 電 車 の 中 , 並 
びに 在宅 内 の 畳 の 上 に , 貝 卵 が 証明 せら れ た 。 

斎藤 は 挫 市 内 の 学校 校舎 , 教室 , 炊事 場 , 並び に 職員 
室 等 の 障子 の さん の 上 の ら を 証明 し た 。 
つて 映 虫 対策 に は 更に 一 段 の 関心 が 望ま し い 。 

除 と し て 古く か ら サ ント = ン , 海 人 草 が 
置く 用 いら れ て いる 事 は 申す 迄 も な い 。 

戦後 冬 独 専 の ナン ト = ン が 入手 困難 の た め , 我国 で 
は , ヘ へ キ シー ルレ ゾル シン その 他 の 製剤 が 市 央 せ られ た 
が , 販 虫 効果 は 有効 で あつ て も を も, 不快 な る 副作用 や 歪 性 


Kyo Hayasi, Mafumi Saito, Shinichi Saito : Ex- 
perimental studies about alantolacton to expeli- 
mental ascariasis. (Kenko-kyoiku-Kenkyusho, 
Sakai, Japan) 


が ある 為 め に 使用 を 忠 踏 する に 至り , 今 は 市 販 に その 影 
を 失い つ ょ ある 状況 で ある 。 

イルマ ロン 油 , ノボ ジ の 類 の 製剤 も 同様 に 殊 に 
和 乳幼児 に は 使用 し 難く , 集団 的 に 叉 虫 を 実施 する 場合 に 
は , 先ず 危険 な る 不快 な 副作用 の 無い こと を 条件 と し , 
更に 安価 で 服用 容 克 な る 型 及び 味 を 選ぶ の が 有利 で あ 
る 。 そ の た め に 学校 , 幼稚 園 等 の 集団 虫 に は , 主 に サ 
ント ニン ,, マ クリ , マク ニン 等 が 好 ん で 用 いら れる 。 

然し 定 ら サン ト = ン は , で 北海 道 の ブ ョ ギ の 
裁 培 に 依っ て 国産 製品 が 出現 し て いる が , 全国 的 に 需要 
を 満 す こと に は 人 簡 遠 で ある 。 他 方 海 人 草 に 至 つ て は , 西 
南 諸 島 , 台湾 の 生産 賠 を 締め 出さ れ て , 僅か に 鹿児島 , 
長崎 の 粗悪 品 に よる 他 に すべ が な い 有 様 で ある 。 

林 は この 点 に 鑑み , 和漢 薬 「 土 木 香 」 か ら 抽 出す る アラ 
ント ラク トン が 有効 な る 叉 虫薬 で ある こと を 認め , 10 数 
年 前 より 抽出 , 製剤 に 専念 努力 し て , 年 に すでに 学 章 に 
つい て の 集団 実験 を 発 て いる 。 


斎藤 は に アラ ント ラク トン の 効果 を 再 認 識 し 追 


試 実験 を 重ね , この 国産 植物 か ら 抽 出す る アラ ント ラク 
トン が サン トニ = ニン に 比 し て , より 優 秀 な 康 貝 剤 で ある こ 
と を 多数 の 実験 例 た に 依っ つて 報告 する 。 
第 1 
アラ ント ラク トン の 抽出 , 化学 
的 性 状 及 びそ の 効果 の 
アラ ント ラク トン (Alantolactone) は , 1931 年 Han- 
sen 氏 り が Inula Helenium し L し . か ら 抽 出し た の に 始ま 
りり, 次 で 同年 Ruzica 氏 及 び Pieth 氏 2 が その 構造 式 
cHs 0—CO 


ノ 
cH: 0 co 
CH;s 
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を 決 堆 た 。 

アラ ント ラク ト の 構造 式 は , サン ト = ン の 構造 式 に ょ 
く 似 て いる 。 

我国 で は , 1932 年 に 刈 米 達夫 氏 等 う が こ の こと に 注目 
し て , アラ ント ラク トン が 有効 な 虫 作用 を 有する こと 
を 実験 し た が , 毒 隆 の 張 い こと を 報告 し た 。 次 で 林 は 国 
産 の 土木 香 か ら , アラ ント ラク トン を 抽出 し , 結晶 か ら 
分 離し 難い 高級 = ェ レ ベン の 油 状 物質 を 分 離 除 去 す る こと 
に 依っ て , 百 色 結 唱 状 の アラ ント ラク トン を 得 た 。 こ の 
結 は 米 氏 等 の 報告 の 如き は 全く な く , 然 も サン 
ト = ン に 勝る 原虫 作用 の ある こと を 認め た 。 

小竹 , 林 , 尾関 氏 や は 更に アラ ント ラク トン に つい て 
基礎 実験 を 施行 し て 興 虫 原虫 薬 と し て 有効 な こと を 認 
め , 大 阪 府下 学童 に 集団 的 に 試用 し て 副作用 を 認め な い 
優 る 成績 を 得 て , これ を 発表 た 。 

その の は アラ ント ラク トン に 異性 体 の 毒性 
と 慰 虫 作 用 に つい て 詳細 な る 研究 を 行い し, アラ ント ラク 
トン は サン トニ = ン よ り 毒 が 弱く , 虫 作用 は 優る と 報 
告 し た 。 こ の こと は 小竹 , 林 , 尾関 の 発 春 と 一 致す る 。 
大 阪 大 学 医学 部 報告 の に は , アラ ント ラク トン は へ キ 
シー ルレ ゾル シン より その 叉 虫 力 が 弱い と され た 。 然 し 
へ キシ ー ル レゾ ど ル シン は その 作用 と し て , 人 体 に 劇 し い 
影響 が あぁ る の で , 近 時 一 般 に た 用い られ な い 傾 向 が ある 。 
林 は 其 後 の 研究 に 於 て 毒性 の 少 い アラ ント ラク トン の 抽 
出 に 成功 し 然 も 優秀 な 虫 作用 を 確認 する こと を 主 と よし 
た 

本 研究 の 供 試 ア テラ ント ラク トン は 下記 の 組成 か ら な る 
資料 で ある 。 


1. 75°C( 色 針 結晶 ) 
1. 融点 115°C( 白 色 定 形 結 晶 ) 


これ は , 主として アラ ント ラク トン と その 暴 性 体 イ ッ 
アラ ント ラク トン (Iso-alantolacton) の 混合 物 で ある 。 
この 混合 物 に つい て は ; 

3. 点 80~105°C 

で あつ て , 土木 香 か ら の 製剤 が 容易 で ちあ ちる か ら 使 用 上 
の 便 が 多い の で , 本 研究 に は , この 混合 アテ ラン トラ クト 
ン を 用 いる こと ふと も た 。 

第 2 章 実験 成績 
A アテ タン トラ ドジ と を ンド の 
効果 比較 ・ 

アラ ント ラク トン と サン トニ = ニン と の 効力 を 比較 する 目 

的 で アラ ント ラク タ ト ン は 株 が 小林 薬学 工業 株 式 会 社 の 研 
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究 室 で 捕 出 し た 結晶 物 を 用 い , サン ト = ン は ソ連 輸入 の 
純 品 を 選び 夫々 一 に 0.02g を 含有 する を 調製 
し た 。 

学童 を 2 群 に 分 ち 1 群 に は サン ト = ン を , 1 群 に は アテ 
ラン トラ クト ン を 用 い , 空腹 時 午前 11 時 に 二 ち 
0.04g を 2 日 連続 内 服 し た 。 学童 に は 勿論 前 検便 を 行い 
貝 卵 保有 者 を 選出 し , 後 検便 は 2 週間 後に 実施 し た 。 
内 服 量 及び 時 間 , 回 数 と につい て は 必要 に 応じ て 夫々 適 
量 , 連続 内 服 を 理想 と する も の で ある が , 学童 に 集団 的 
に 学業 に 支障 な く 実 施す る 為 め た, 1 日 1 回 , 2 日 連続 
内 服 と し た 。 選 由 剤 の 後に 下剤 を 投与 する こと は 必ず し 
も 適 確 な 効果 を 示す も の と は 限ら な い の み で な く , 学校 
で は 実施 が 困難 の た め 省 略 し た 。 

1 表 デア フント ラク ド サン ント = ン 
駆虫 成績 比較 ( 小 学校 ) 

( 甲 ) アラ ント ラク トン 服用 例 47 名 
年 内 前 検便 後 検便 


番号 


虫 卵 数 
1 谷 〇 満 10 + — 
2 松 〇 紀 〇 9 十 ー 
3 松 秀 O + 
4 石 〇 10 + 
5 酒 O 喜 O 10 + — 
6 絹 〇 9 + 
7 白 〇 〇 9 
8 青 洋 〇 10 
9 河 〇 人 〇 10 + 
10 〇 洋 〇 10 + 
11 林 〇 小 〇 9 + — 
12 村 〇 〇 9 + 
13 礼 〇 10 十 
14 鹿 〇 黒 O 10 + + 
15 竜 〇 弘 〇 10 + + 
17 吉 〇 民 〇 9 + + 
18 小 〇 9 + — 
19 佐 10 + 
20 寺 〇 清 〇 10 
21 樋 〇 〇 10 十 
22 〇 竜 〇 9 
24 多 光 〇 9 
25 丹 〇 9 + 
26 藤 O 10 
南 〇 雅 〇 1 + 


(25 ) 
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28 山 〇 信 〇 第 1 表 に この 実験 結果 を 示す こと ゝ し た 。 
ORO 0 1 この 第 1 表 の 成績 を 総括 し て 効果 の 比較 を 明瞭 に する ’ 
と 第 2 表 に な る 。 
小 〇 10 + 
32 TO 町 O 1 + — 筑 2 表 
34 松 〇 美 O 10 + + 1 
35 尾 〇 10 アテ アラ ント ラク トン 47 人 35 人 7626 
即ち アラ ント ラク トン の 効果 は サン = ン の 場合 
39 O 人伝 O 1 に 比 し て 優秀 な 成績 を 示し た 。 
40 OA — 副作用 た つい て は アラ ント ラク トン は 軽微 な 腹痛 を 訴 
41 浅 〇 紀 〇 11 + — えた も の 数 名 ある が , 学業 に は 差 支 えな か つた 。 サ ント 
42 哀 〇 三 〇 11 + ーー = ン に 見 られ る 黄 視 症 は 全く 認め な い 。 
43 徳 O 康 O 10 + ~ 実験 成績 
堀 〇 子 10 = アシ が ドン を 
45 松 〇 小 〇 と の 混合 剤 の 成績 
アラ ント ラク トン と サン トニ = ニン と を 同 量 に 混和 し 
に 調製 し た 。 一 錯 中 試薬 夫々 0.01g 即ち 合計 0.02 を 含 
有 せ し め た 。 
合 を 使用 する 理由 は 単 一 な 薬品 を 与え る より も 
合 に よ つて 副作用 を 少く し 必要 に 応じ て 比較 的 大 量 を 
1 KO 好 〇 9 + = 用 い 得 る 有効 安全 性 を 老 え た 為 め で ある 。 
使用 量 は 小学 生 は 二 (アラ ント ラク トン 0.02. サ 
3 池 〇 〇 10 + — ント = ン 0.02 合計 0.04) 中 学生 に は を 午前 11 時 
4 大 〇 満 〇 10 + - に 1 回 , 翌日 更に 11 時 に 1 回 内 服 し 下剤 は 用 いな い 。 
5 田 〇 芳 〇 9 + = 前 検便 に と ょ つて 貝 卵 保 有 者 を 選び , 後 検便 は 内 服 後 2 
原 和 O 〇 = 週間 を 置い て 施行 し た 。 
この 実験 は 小 学校 及び 中 学校 生徒 合計 728 人 に つ 
いて の 記録 で ある 。 
10 a i Re 728 人 の 記録 は 第 3 表 の 通り で ある 。 (第 3 表 
11 小 〇 O 10 
A この 実験 成績 を 総括 する と 第 4 表 に 示す 通り で ある 。 
13 藤 〇 〇 9 + 4 表 
14 〇 10 .+ 
16 阿 〇 美 〇 9 + + K 中 学校 第 1 回 255 人 183 人 7226 
17 O 10 — 2 回 人 48 人 
18 別 〇 第 3 回 268 人 210 
19 村 〇 香 O + HH 小学 校 138 人 78 人 
20 川 O O 10 + + 
728 人 ・ 519 人 平均 1 
( 26 ) 
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る 。 副 作用 と し て は 人 危 愛 すべ き 事 を 認め な い 。 従 つて 宏 
全 且つ 優 る 剤 で ある こと を 認め た 。 
言 
以上 の 実験 成績 と ょ つて アラ ント ラク トン が 有効 な る 
環 虫 原虫 剤 で ある こと を 証明 し , サン ト = ン に 比較 し て 
も 和美 か に 優秀 な 成績 を 示し て いる 。 
アラ ント ラク トン と サン トニ = ニン と の 混合 剤 は サン ト = 
ン を 単独 に 用 いる 場合 より も 安 全 で あり 且つ 必要 に 応じ 
て 大 量 を 連続 使用 に 堪 ゆ る こと を 有利 と する 。 
アラ ント ラク トン は 邦 産 植物 よ り 抽出 す る 薬品 で あ 
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る 。 将 来 こ れ を 雪 培 奨励 する こと に よ ょ つて サン トニ = ン に 
代 っ つて 優秀 且つ 低廉 な る 市 販 価 で 供給 出来 る こと を 期待 
する 。 


1) Hansen: Ber. 64 B, 67~—71(1931, 2) Ruzica 
: Helv. chem. 14 B, 1096 (1931), 2) 刈 米 達夫 , 
佐藤 , 寺崎 : 薬学 雑誌 , 52, 444(1932). 4) 
小 無 二 , 林 , : 帝国 学士 院 記事 , 12, 233 
ー~234 (1936),。 5) : Japan. Pharmocol. Soc. 
1z, 110~112(1638), 6) 大 阪 大 学 医学 部 : Facul- 
ty, Med. Osaka, Imp. Univ. (1938) 
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駆虫 剤 駆虫 効果 に お ける 見 か け の 
1. 直接 抹 標 本 に ける ・ 多 卵 松 出 力 に つい て 


小 宮 


子 


国立 予防 衛生 研 完 所 
(昭和 29 年 6 月 10 日 受付 ) 


腸管 内 容 生 虫 の 存在 は , その 確認 を 現在 で は 最も 簡便 
な 葵 便 検査 に よる 貝 卵 の 存否 に ょ っ つて 行 つ て いる 。 そ し 
て 本 邦 に あぁ つて は 日 常 的 な 検査 は た 直接 標 
本 の 検 鏡 に ょ っ て 行う の を 常 と し て いる 。 し か し 直接 塗 
ょ る 内 虫 卵 の 検出 力 に 関し て は , 経験 的 な 
事実 に 基く デー タ は ある が , 泌 れ を 理論 的 に 取扱 つた も 
の に 逐 し い 。 

腸管 内 生 虫 卵 , 特に よび 虫 卵 の 直接 標 
本 に よる 検出 状態 は , 一 面 寄生 雌 虫 の 単位 時 間 内 に お け 
る 産卵 数 その 時 間 的 変動 の 如何 , 産 れ た 貝 卵 の 
便 内 に お ける 分 布 の 状態 , 他 面 被 寄生 者 の 単位 時 間 内 に 
お ける 槍 便 量 の 変動 が よび その 他 の 諸 条 件 た にょ っ て 制約 
され て いる こと に 関し て は 閉 者 の 1 人 小宮 (1951) が 既に 
記 し た 。 一 方 卵 の に お ける 分 布 の 形式 に 関し 
て は 石崎 (1953) が , 釣 貝 卵 の それ に 関し て は 著者 の 1 人 
佐藤 (1953) が 検索 し, それ が いずれ も 近似 的 に ポア ソン 
分 布 を な すこ と を 検証 し た 。 本 小 内 に お ける 
貝 及び 多 虫 卵 が ポア ソ ッ ン 分 布 を な す と の 前 提 の も と に , 
直接 傘 採 標本 に お いて その 採 便 量 を 固定 し た 場合 に お け 
る 貝 卵 の 検出 力 に 関す る 理論 的 な 考察 で ある が , 以下 の 
理論 は 単に 直接 卒 抹 標 本 た に 関し て ば か り で は な く , 各種 
集 卵 法 に 関し て も , その 採 便 量 を 固定 し , 是 つ その 採 便 
量 よ り の 貝 卵 の 回 履 比 率 を 一 定 と する 条件 下 に お いて 


Yoshitaka Komiya and Sumiko Sato: The reco- 
vering rate of ascaris and hookworm ova by 
direct smear method of stool examination and 
the rate of false negative case for ova on the 
assay of the effectiveness of anthelminthics. 1. 
On the recovering rate of ascaris and hook- 
worm ova by direct smear method of stool exa- 
mination. (Division of Parasitology, National 
Institute of Health.) 


は , 等 し く 適用 し う る も の で ある 。 
1." 種々 な る m に お ける 
標本 1 枚 の 虫 卵 検出 率 
中 に お ける 虫 の 分 布 の 様 が ポア ッ ン 分 
布 と し た が う も の と すれ ば , 1 枚 の 疹 抹 標 本 に 供する 漢 
便 量 を っ ね に 一 定 に 固定 する と き , 1 枚 の 標本 中 の 貝 卵 
数 の 実現 値 を x, その 期待 値 を m と すれ ば , ポア ソン 分 
布 gx)= (x=0,1,2…・) に お いて , x=0 と 
お け ば g(0) =em と な る 。 すなわち 期待 値 が m な る 場 
合 に 1 枚 の 標本 中 に 虫 卵 が 見 出さ れ な い 確 率 は em で 
表わさ れる 。 し た が つて m に 種々 な る 値 を 与え る こと に 
よ つ て , 種々 な る m た に お ける 貝 卵 の 見 出さ れ な い 確 率 
は これ を 現し うる 。 い ま ポ アソ ッ ン 分 布 ょ つて 
m=0.1 か ら m=7 まで の x=0 な る 確率 を 摘 記 す れ ば 
表 1 の ご と く で ある 。 即ち この 表 よ り し て , 例え ば m 
が 5 以上 の 場合 に は 虫 卵 の 見 出さ れ る 確率 は 1-0.0067 
=0.9933 又は 乏 れ よ ょ より 大 で あり , m==1 以下 の 場合 に は 
同じ 確率 は 1-0.3678=0.6322 又は これ よ り 小 で ある 。 
言 す れ ば 標本 1 枚 の 中 の 貝 卵 の 期待 値 が 5 より 大 で あ 
れ ば , 1 枚 の 標本 で 虫 卵 を 検出 し うる 率 は 99 22 以上 で 
ある が , m が 1 以下 で あれ ば 同じ く 1 枚 の 標本 で の 貝 
鉱 の 検出 率 は 約 63 以 下 で ある 。 
2. 人 塗 抹 標本 に よる 検査 回 数 と 虫 卵 検出 率 
次 に の 標本 の 採 便 量 を 一 定 に 固定 し , 1 枚 の 
疹 抹 標 本 内 の 貝 卵 数 の 期待 値 を m と し て , m の 一 定 せ 
る 同一 材料 に つき 1 枚 検 を くり か え し て 行う 
と すれ ば , 
1 回 の 検査 で 貝 卵 陰性 の 確率 は 
em, 従っ つて 陽性 確率 は 1-e™ 


3 回 1-e-3 n 


2 
ご 
( 28 ) 
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第 1 表 ポア ッ ン 分 布 (emm*/x!) に jis ける 
m=0.17.0 の 場合 の x 王 0 の 確率 


m の 価 確 率 
0.1 0.9048 
0.2 0.8187 
0.3 0.7408 
0.5 0.6065 
1.0 0.3678 
2.0 0.1353 
3.0 0.0497 
4.0 0.0183 
5.0 0.0067 
6.0 0.0024 
7.0 0.0009 

と な る 。 


いま ポア リッ ン 分 布 表 か ら 種 々 な る m に お ける em を 求 
め て , n=1, 2, 3,…・ に お ける 1-e™m の 価 を 求め , そ 
の 百分比 を 陽性 者 百分比 と し て 例示 すれ ば 図 1 の ご と く 
な る 。 すなわち m= 5 以上 の 場合 に は 1 回 検査 で その 
陽性 者 の 検出 比率 は 99 2 以上 , m= 3 以上 で 95 用 以 上 
と な る が , m= 1 の 場合 に は 1 回 検査 で は 約 67 2 に す 
ぎ ず , 3 回 検査 を くり か を し て その 検出 率 が よう や く 約 
95 22 に 達する 。 

そこ で , 種々 な る m に た において, その 貝 卵 検出 率 の 限界 
を 98 用 以上 と する た め に は , 各々 の m に つい て 何 回 の 
検査 を 必要 と する か を , 同じ く ポ アソ ッ ツン 分 布 表 の em™ か 
ら 算 出し て みた 。 表 2 が それ で ある 。 すなわち 同 表 に ょ よ 
れ ば , 貝 卵 陰性 (検出 洩れ ) の も の の 比率 を 2 用 以内 に と 
ど め る に は , m 之 3 な る と き は 2 回 の 検査 で 充分 で ある 
が , m= 1 の 場合 だ と 4 回 , m=0.5 だ と 8 回 , m=0.1 


第 2 表 em"m=0.02 と し た 場合 の 必要 検査 回 数 


m 必要 検査 回 数 3 


31 0.0186 
0.2 19 0.0183 
0.3 13 0.0175 
0.5 8 0.0200 
1.0 4 0.0183 
1.5 3 0.0101 
2.0 2 0.0183 
3.0 2 0.0025 
3.5 2 0.0009 
4.0 1 0.0183 


第 1 図 m=(0.5, 1.0, 5) に i ぉ ける 
検査 回 数 と 検出 比率 


検査 同数 一 > 


と な る と 繰り 返し 31 回 の 検査 を 必要 と する こと と な る 。 
お よび 多 の の 平均 1 日 の 産卵 数 (EPDPF) 
に 関し て は 従来 数 人 の 著者 に ょ よっ つて その 数 字 が 推定 され 
て お り , その 数 字 か ら , 成人 1 日 の 排便 量 を ほぼ 一 定 と 
見 て , 1g 中 の 数 (EPGPF) が 算出 され て い 
る 。 い ま 諸 寄 の この 数 字 か ら , 普通 の 疹 抹 標 本 に 用 いる 
デッキ ・ グ ダグ ラス 1 枚 に 採る 便 量 を 約 3 mg と し て , この 
内 に 含有 され る 上 記 貝 卵 を 平均 値 と 見 , れ 
を m の 推定 値 と だ おき, 興 ・ 多 虫 の 各々 に つい て 最小 m の 
推定 値 を 表示 すれ ば 表 3 の ご と く で ある 。 す な わ ち 1 
生 時 の 標本 1 枚 中 の 平均 的 な m の 推定 値 は , 
貝 の 場合 に お いて は 最小 推定 値 で も 1 ょ り 大 で ある が , 
銘 虫 の それ は 0.1 以下 と な つて いる 。 か り に 上 遇 虫 の 場合 
の 最小 推定 値 を 1 と し て も , 図 2 に ょ り 栓 抹 標 本 3 枚 同 
時 検査 (厚生 省 指針 ) で 寄生 は 約 95 出 可 能 
と な る わけ で ある が , 多 1 の は , 仮り に この 
場合 の 最小 推定 値 を 0.1 と し て も 同 上 同時 6 枚 検査 で も 
約 半 数 以下 ( 約 45.9 2) し か 検出 し えな いこ と と な る 。 

3. 閥 抹 標 本 虫 卵 検出 率 の 理論 値 と 
実測 値 と の 比較 

前 項 2 で 述べ た 疹 抹 標 本 の 検査 回 数 と ょ る 貝 卵 検出 率 
の 理論 値 を その 実測 値 と 比較 する た め , 期待 値 の 比較 的 
小さ いと 思わ れる 含有 便 2 た つい て , 8mg 
疹 抹 標 本 6 枚 検 査 を それ ぞ れ 25 回 お ょ び 28 回 行 つ た 。 
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第 3 表 虫 卵 便 10 mg 内 の m の 推定 


1g 内 の 虫 卵 10mg 内 の 下 標本 1 枚 最 小 推定 値 


者 

平 井 (1926) 800~6300 8~63 2.7~21 
| 中 路 (1928) 4000 40 13 
高 (1939) 503~4131 5~11 1.7~4 1.7 

いし (1951) 55~123 18~41 

Stoll (1923) N. 44 0.44 N. 0.15 
gy | Hill and ‘Earld(1923) 40~166 0.4~1.7 0.13~0.6 

Sweet (1925) A. 65~114 0.65~1.1 A. 0.21~0.4 
虫 ( Hill (1926) N. 18.3 0.18 N. 0.06 0.1 以下 

Soper (1927) N. 50 0.5 N. 0.17 
A. 110 1.1 A 

中 路 (1928) A. 200 2.0 A. 0.7 


その 各々 に つい て 全 標 本 中 の 卵 数 の 平均 値 x を 
出す る と , れ は 各 =0.77 及び z=1.22 で あぁ つた 。 
x ェ 三 0.77 の 場合 に お ける 25 回 の 検査 の 各々 に つき , 第 
1, 2, 3, 4 5, 6 枚 目 の 標本 で 躍 を 検出 し えた も の 
の 全 25 回 に 対す る 集積 比率 を 算出 し , 之 れ を その 実測 
値 と し た 。=1.22 に つい て る 同様 な 手続 で 実測 値 を 出 
し , x=m と し て 各々 の 理論 値 を 算出 し た 。 図 2 は 右 の 
理論 値 を 曲線 で 表し , 実測 値 を 点 で 示 し て 両者 を 比較 し 
た も の で ある 。 曲 線 の 実線 は x より の 推定 値 で あり 破線 
m は 危険 率 を 5 祈 と し て それ ぞ れ の 下限 の m の 信頼 限 
示し た も の で ある 。 


第 2 図 


この 図 と にょ よ つ て 見 る と , 実測 値 の 大 部 分 は 信頼 限界 陣 
内 に 入り , 実測 値 は 理論 値 に 近似 的 に と ょ く 適 合 し て いる 
よう で ある 。 

以上 は 期待 値 m の 一 定 の 母 集団 か ら の 標本 実現 値 x の 
適合 度 に つい て 検 し て みた の で ある が , 実際 上 の 集団 検 
便 時 に お いて は どう で あろ 3 か 。 集団 検 便 に ぁ つ て は , 
ー つ に は 期待 値 m の それ ぞ れ 異な る 母 集 団 が それ ぞ れ 暴 
つた 頻度 で 存在 する も の で あり , また 一 つた に は 一 つの 母 
集団 で ある 1 人 の 被 検 者 か ら の 標本 は 実験 に は せい ぜ い 
同時 に 6 枚 位 し か 検査 し な い 。 更 に は また 実際 の 標本 1 
枚 の 採 便 量 は 一 々 称 量 する わけ で は な い 。 仮り た 最後 の 
採 便 量 は 乏 を ほぼ 近似 的 に 一 定 と 仮定 し て も , 一 方 に 
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(1) 少数 回 検査 の 標本 実現 値 か ら 算 定 し た その 平均 値 x 
が どの 程度 まで その 母 集団 の 期待 m を 現し う る か と いう 
問題 が ぁ ちり , 他方 に (2) それ ぞ れ 異 つ た 頻度 で 存在 する 
塁 っ た 期待 値 m の 母 集 団 の 平均 的 な 期待 値 を 如何 に し て 
求め る か と いう 困難 が ある 。 

前 者 (1) の 問題 に つい て みれ ば , 従来 は x の 実現 値 を 
以 っ て その まま 習 謝 的 に その 母 集団 の m に 代用 し て いた 
(例え ば 感 打 度 の 表示 ) の で あぁ る が , これ は 暗黙 の 中 に 便 
内 の 貝 卵 の 分 布 が 正規 分 布 で ある こと を 予想 し , 且つ し 
た が つて その 標本 実現 値 x が m を 代表 する こと が 確率 的 
た 最も 大 きい と いう 推定 の 上 に 立つ て いる か ら で あ る と 
考え られ る 。 し か し ポア ソ ッ ン 分 布 に お いて も 母 集団 の m 
の 値 が 大 で あぁ あれ ば れ は 正規 型 に する の で この 方 
は 近似 的 に 採用 し う る で あぁ ろう が, 特に x の 値 が 小 な る 
場合 , し た が つて m が , 小さ いと 推定 され る 場合 に あぁ つ 
て は , 厳密 に は 再 検討 を 要 す べ き 問 題 で あろ うぅ 。 

さて 実際 の 問題 と し て は , 母 集団 の m が 充分 大 きい 場 
合 に は , 標本 実現 値 x は 雰 と な る 確率 は 極め て 小さ く 
(m 且 6 な ら ば x=0 な る 確率 は 0.0025 以下 ) し た が つて 
その 検出 率 は 1 回 検査 で も ほぼ 100 祈 近 く と な る の で 問 
征 は な く , 検出 率 が 問題 と な る の は 特に m が 充分 小さ い 
場合 で ある 。 こ の こと か ら 考 えれ ば 検出 力 の 問題 は 母 集 
団 の m の 価 を 一 定 値 以下 (例え ば 5 以下 ) に 制限 し て , そ 
の 範囲 で れ を 論 ず れ ば 足り る 。 が 実際 に は 母 集団 の m 
は その 標本 実現 値 x な いし その 平均 x より 推定 する 以外 
に 方 法 は な く , 且つ 実現 値 を 仮り に 制限 (例え ば 5 以下 
に ) し た と し て も , この 場合 実現 値 は x=0, 1, 2, 3, 
4 5 以外 に あり 得 な い 。 し た が つて 剖 題 は , 1) 同一 母 
集団 (期待 値 m) ょ 5 標本 実現 値 xs, (但し 
n は 限ら れ た 小さ な 数 例え ば 5) を と る と き x= = と 
お き x 半 m が 成立 する か 。2) x 人 =m が 成立 する と し て 
いま m を 異 に する 母 集団 が 異 つ た 頻度 に 存在 する と き , 
その 全体 の 平均 m は 如何 に し て 推定 する か 。 . 


と いう 3 2 つの 問題 と な る 。 こ れ は 別途 考慮 を 要する 問 


題 で は あぁ る が , ここ で は 仮り た に 期待 値 m (mi, mz, ・……・ 
mn) な る 母 集団 が f(fi, fs,……fnp) な る 頻度 に 存在 し , そ 
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の 実現 値 の 平均 が x( と し て 全 集団 の 平 
均 的 な 期待 値 M が 近似 的 に 各 fx の 利 術 平均 に 等 し い , 
, 


が 成立 する と し て , 実際 に 集団 検便 持た と お いて その 検 
出力 を し ら べ て みた 。 即ち , 各 18X18 mm デッキ グラ 
6 枚 同時 抹 行い ,、 各 デ ッ キ ダラス 中 の 卵 を 数 
え を , 1 枚 デ ッ キ ダグ ラス 中 の 貝 卵 0~9 ま で で あつ て し か 
も 上 遇 虫 卵 陽性 者 122 名 の 集団 と , 同様 な 1 枚 デ ッ キ グラ 
ス 中 の 帳 卵 0~5 の も の 64 名 の 集団 を と り , その 各 集 団 
に つき 最初 の 1 枚 , 次 の 1 枚 と いう あぁ う に 各回 の 総数 に 
対す る 検出 百分比 を と り , 一 方 各 集 団 に つき デッキ グラ 
ス 1 枚 の 平均 x を 計算 し 各々 1.95 (標本 実現 値 1~9 の 


集団 ) お ょ び 1.01( 同 1 ユー5) の 集団 を 得 た 。 い まこ の x= 


M と し て , その 理論 的 検出 率 を 計算 し 図示 し た も の が , 


図 3 で ある 。 こ の 場合 実測 値 は いずれ の 場合 に お いて も 


理論 値 よ り も その 検出 率 が ょ より 低く な つて いる の で , 右 
の 仮定 は 検討 を 要する こと と な る 。 前 記 M 人 = 人 fx/2Zf な 
る 仮定 は 同時 に eaze-ze と お く と と に な る が , 笑 際 
検便 に た 当 つて 採取 便 量 を 固定 し た 場合 に お ける 宙 虫 卵 数 
(従っ て 卵 の 出現 頻度 分 布 は ポリ ア ・ エ ッ ゲ ン 
ベル ガー 型 と 老 え られ て いる (杉山 等 1954) が, 一 方 屋内 
虫 卵 分 布 は ポア ソン 型 で ポア ソ ッ ン 型 分 布 に だ お いて も ポリ 


と 
ァ 型 に お いて も , m が 充分 小さ い 時 に は 実は e Mase-S 


は 成立 し な いと 考え られ る 。 け だ し , か か る 場合 に は x 
は 算術 平均 値 (meam) より は むし ろ 最 頻 値 (Mode) を 
表す と 考え た 方 が 人 当 で あり , 且つ この 場合 後者 は 前 者 
より 値 が 小さ い の で , 実は M=2 タ fx/2f の 代り に M> 
fx/2f 従 つ て eM>e-r と な る と 考え られ る か ら で 
あぁ る 。 
4. 要 約 
貞 ・ 鍋 虫 卵 が 屋 中 に お いて ポア ッ ン 分 布 を な す と の 前 
提 も と に , 主として 直接 塗 標 本 の 出力 を 理論 
的 に 考察 し , その 実際 へ の 適用 を 検 し た 。 
(参考 六 献 は 本 報 2 の 末尾 に ゆ づ る )。 
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小 宮 


言 

私 (1954) は 先 に 虫 の 腹腔 内 注射 又は 経 日 投与 
で 感 作 し た 削 の 生体 腸管 に 起 る アレ ルギー 性 の 収 縮 反 応 
に つい て 報告 し た が , 今回 は 上 虫 体腔 液 及び 飼養 液 で 感 
作 し た 動物 の 皮膚 及び 腸 壁 に アレ ルギー 性 皮膚 反応 , 即 
ち Arthus 現象 の 如き も の が 起 る か ど う か に つい て 実験 
を 行 つ た 。 

Arthus (1903) は 家 白 質 を 数 回 注射 し , 
に 同一 の 蛋白 質 を その 皮 内 に 注射 する と , 注射 局所 に 出 
陣 性 , 浮腫 性 の 病変 が 起り , 遂に は その 部 分 は 非 細菌 性 
作り 壊死 た に 陥る こと を 認め た 。 来 本 は Arth- 
us 現 祭 と 呼ば れ て , 全身 性 アナ フォ ラキ シー 反応 に 対 
立 し て 局所 アナ フォ ラキ シー と 名 付け られ , 皮膚 の アレ 
ルギー 性 反応 を 証明 する 為 に 広く 応用 され て きた 。 

貞 虫 物質 に ょ る 皮膚 反応 に つい て は 古来 か ら 沢 山 の 報 
告 が ある が , 自然 感染 者 を 対象 と し た も の は , 
実験 的 に 感 作 し た も の の み を 挙げ る と , Fiilleborn und 
Kikuth (1929) は Prausnitz und Kustner 法 に よ ょ り 下 
過 者 の 血 消 で 非 過 性 者 の 皮膚 に 被 動 に 過敏 性 
を 移す こと が 出来 , Sch6nfeld(1937) は 上 出 体 押出 物 の 
数 回 注射 で 皮膚 を 感 作 す る こと が 出来 る と い ょ , 池田 
(1952) は 食塩 又は 体 か ら 得 た 抽出 液 で 感 作 
し た 動物 に 皮膚 反応 を 陽性 に 惹起 させ る と 述べ , 酒井 等 
(1949) は を モル モッ ト に 飲ま せ て 感染 感 作 し に 
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上 エキ ス を 内 注射 する と 皮膚 反応 を 起す こと が 出来 
た と 言い , 森下 教授 (1953) は 同様 に し て 感 作 し た 動物 の 
皮膚 反応 は 基 起 抗原 の 含水 炭素 分 割 で は 早期 た , 蛋白 分 
で は 遅れ て 発 と 述べ て いる 。 
実験 材料 

アテ アレル ゲン と し て 用 いた 材料 は 液 及 び 飼 液 
で ある 。 は の で 属 場 よ 保温 装置 の 
下 に 持参 し た 2 時間 以内 の も の で , 数 回 リン ゲル 液 で 洗 
た も の を 用 いた 。 体腔 液 を 採集 する に は を ガー 
ゼ で 基 つ て 水分 を 取り 去り , 頭 部 か ら 懸 垂 し , 尾 敵 を 僅 
か 切断 し, 自然 に 滴下 する 液 を 刀 過 し て 集め た 。 ガ ー ぞ 
濾紙 , 受 血 等 は 滅菌 し た も の を 用 い , 出来 る だ け 無 菌 的 
こ 取 援 つ た 。 虫 は 当日 又は 前 日 得 た も の を 使用 し , 特 
別 の 場合 の み 数 日 間 飼 養 し た も の を 用 い , 体 腕 液 は 実験 
の 都度 虫 体 よ り 採 集 し , その 成分 を 均等 に する 為 に 10: 
数 匹 ょ り 同 時 に 集め た も の を 使用 し た 。 体 逐 液 は 時 に 漠 
繕 し て 用 いた 。 濃縮 する に は 40°C の 恒温 槽 内 で 扇 風 器 
の 下 で 蒸発 させ , その 量 を 1/s と し , 1cc 当り ペ = シ リ 
ン 1000 単位 スト レプ トマ イシ ン 1mg を 加え を, アン 
プル に 封じ て 氷室 に 保存 し , 翌日 使用 し た 。 

液 は 虫 体 に 付 し た や 排 物 の 為 に 
され る 機会 が か 多い の で , 特に 無菌 的 し に す る こと に 注意 し 
た 。 即 ち を ン ゲ ル 液 で 反 丁寧 に た 。 
液 は 食塩 を 0.95 と し 除い た Ringer-Da- 
le 液 で 1cc 中 マニ = シリ ン 1000 単位 スト レプ トマ ィ イシ 
ン 5 mg を 含ま せ 1 20 cc の 割合 で シャ ー レ 
内 に 入れ , 37°C で 48 時 間 飼 養 し た 。 を Seitz 細菌 
し て 使用 し た 。 液 の は 体 液 の 
合 と 同様 に し て 行 つ た 。 
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後者 は 250~600g の 元気 な も の を 使用 し た 。 

A. 融 を 用 いた 場合 の 実験 方 法 と 成績 

I 作 方 法 と 試験 

感 作 の 方 法 は 静脈 内 注射 に と にょ つた 。 体腔 液 原液 を 体温 
こ , 静脈 内 に 極め て 徐々 に 注射 し , 体重 当 cc 
より 与え 始め , よく 耐 過 し た も の は 次 回 は 増量 し , 1 回 
量 最大 当 族 5.0cc に 達し た 。 回 数 は 3 回 ょ り 6 回 に 及 
び 日 又は 連日 に り 注射 し , 総量 は 当 3.0 ょ り 15.0 
cc に 及 ん だ 。 初回 注射 で は 全身 症状 が 特に 閉 明 に 現 わ 
れ , 注射 後 直ちに 全 例 は 呼吸 浅 薄 頻 数 と な り , うず くま 
り は 肢 を 投げ 出し , 中 に は 腸 の 為 に 注射 中 多 


量 に 排便 する も の も あつ た 。 こ の 排便 は 隅 特 有 の 固形 便 


で は な く 盲 腸 内 容 の 殆 ん ど 全 部 を 排出 し た と 思わ れる 程 
の 多量 の 軟便 で あぁ つた 。 と 同様 な こと は 仁科 (1935) も 
認め て いる 。 又 12 例 中 2 例 は 当 誕 1.0cc の 注射 で 10 
数 分 後に 悲鳴 を 発 し 死亡 し た 。 よ ょ よく 面 過 し た も の の 全 英 
は 1~2 時 間 で 軽 し た 。 

初回 注射 で 比較 的 軽症 の も の は 次 回 より 増量 注射 し た 
が 初回 より は 軽症 で あぁ つた 。 こ れ は 翌日 又は 翌々 日 注射 
し た の で あつ て , アナ フィ ラキ シー 性 ショ ッ ク を 来 す に 
は 洪 伏 期 が まだ 不足 で 抗体 が 産生 され な い 族 で あろ 5 。 
感 作 処 置 に た 耐 過 し た も の は 2 週間 後に 下痢 の 為 死 亡 し た 
1 例 を 除い て は 元気 た 発育 し , 全 英 状態 極め て 良好 で あ 
つた 。 感 作 方 法 は 第 1 表 に 示 し た 。 

II 反応 

甚 起 注射 は 感 作 処置 が 終了 し て か ら 3 週 後 の 東 で , 試 


第 1 表 感 作 方 法 


番 体重 静 注 量 cc/kg 
帰 
号 g& 第 1 日 2 3 4 5 6 総量 
注射 20 
19 101,.0 1.0 分 後 死 
15 
2 8 1690 2.0 2.0 分 後 死 
3 9.:1950 1.0 1.0 1.0 3.0 
4 8 1700 1.0 1.0 1.0 0 
5 1770 2.0 2.0 2.0 6.0 
6 9 1650 2.0 2.0 2.0 6.0 下痢 死 
7 15301.02.02.01.0 6.0 
8 8 1660 2.0 2.0 3.0 3.0 1.0 1.0 12.0 
9 9 1580 1.0 2.0 3.0 3.0 3.0 12.0 
10 8 1750 1.0 1.0-2.0 4.0 4.0 12.0 
11 8 1700 1.0 1.0 2.0 4.0 4.0 12.0 
12 9 1600 2.0 3.0 5.0 5.0 15.0 
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験 前 日 剃 毛 し た 腹部 皮 内 へ 体 腕 液 を 原液 の 場合 は 0.1 cc 
濃縮 し た も の で は 0.05 ce 注射 し , 局所 の 反応 程度 を 経 
た 調べ た 。 対照 は 感 作 群 で は 生理 的 食塩 水 又は 量 
濃縮 同 水 を , 非 感 作 群 で は 同 濃 度 の 体 逐 液 を 夫々 同 量 皮 
内 注射 し て 調べ た 。 反 応 の 程度 の 表示 は 緒 方 , 石田 (1941) 
に つた 。 ち , ( 十 ) は 軽度 の 発赤 , ( は 発赤 , 
は 皮下 出血 , ( 冊 ) は 一死 と し た 。 

皮 内 注射 後 の 反応 の 発現 程度 は 第 2 表 に 示す 通り で あ 
つて , 時 間 と 共に 反応 は 増強 し , 発赤 或 は 皮下 出血 を 示 
し た が , 生理 的 食塩 水 を 注射 し た も の 及び 非 感 作 の も の 
に 体 有 液 を 注射 し た 対照 群 は 反応 陰性 で あぁ つ た 。 反応 が 
最高 に た 達 す る 時 間 は 注射 後 7~8 時 間 頃 で , 池田 の 場合 
より は 2~3 時 間 程 遅れ る よう で ある 。 それ より 以後 は 
反応 は 閣 次 消 窟 し , 24 時 間 後に は 大 部 分 の も の は 消失 
し , 長く 続く も の で は 2~3 日 軽い 痴 皮 を 残し た 。 

感 作 量 と 反応 度 と の 関係 は 第 2 表 に 見 る 通り で あぁ つて 
総量 当直 3.06.0 cc で は 最大 反応 は まで で あ 


12.0ce 以上 で は ( で あつ て 作 総量 の 多い も の 


は 反応 度 が 生 * 張 く 出 る よう で ある 。 
第 2 表 感 作 量 と 反応 度 と の 関係 


作 

注 2 4 6 8 10 24 48 

13 
塩 

14 


: 体 体腔 原液 , 塩 = 生 理 的 食塩 水 


惹起 注射 に と 用 いた 体 腕 液 の 古 さ に ょ る 反応 度 の 差異 に 
つい て は , 属 場 よ り 持 参 当 日 の 貞 虫 の も の , 2 日 , 4 日 
及び 7 日 間 飼 養 し た も の の 体腔 液 に つい て 惹起 注射 を 行 
つた が その 結果 に は 差異 は 認め られ な か つた 。 

感 作 終 了 後 より 惹起 注射 まで の 期間 と 反応 度 と の 関係 
は 第 3 表 に 示す 通り で ある 。 に よ ょ る と 感 作 終了 直後 は 
価 等 変化 な く , 時 日 が 経つ に つれ て その 反応 度 は 増し , 
3 一 4 週間 後に は 最も 強く 現われ て いる こと が わか る 。 


- 


第 3 表 感 作 終了 ょ り 惹 起 注 射 ま で 
の 期間 と 反応 度 と の 関係 


番 感 作 感 作 経 過 時 間 
総量 了 後 
号 cc/kg 期 間 注 和 1 2 


4 6 8 24 

2 J 体 一 + せ 

週 

20 12.0 

週 

週 


Eserin (Physostigmin) は Cholinesterase の 作用 を 
消失 させ る た め に Acetylcholin の 働き を 誤 し , アレ 
ルギー 性 反応 を 強め る と いわ れ Fiihner (1918), Loewi 
und Navratil(1926), Galehr und Plattner(1928) 等 の 
実験 が あぁ ある が , この 実験 で は その 様 な 作用 が ある か どう 
か 次 の 様 に 試み た 。 了 予め 皮膚 反応 を 検 し て お いた 更に 翌 
々 日 前 記 同 様 な 意 起 注射 を 行い , 20 分 後に Eserin 3 mg 
(致死 量 は 束 で 皮下 注射 で は 3 mg/kg) を 皮下 注射 し た 。 
その 結果 は 第 4 表 に 示す 通り で あぁ つて , 反応 度 や ゝ 増強 
し た 場合 と 何等 変化 な い 場 合 と ぁ つ て 大 き な 結 果 は 期待 
出来 な か つた 。 

Arthus 現象 は 基 起 注射 後 24 時 間 頃 に 反応 は 最大 に 達 


第 4 表 〒 ゼ リン で 処置 し た 場合 の 反応 度 の 変化 


番 感 作 経 過 時 
総量 惹起 試験 
号 cc/kg 
21 6.0( 々 日 惹起 注射 
20 分 後 テ ビリ ン せ せ 一 


3 mg 皮下 


一 + せ せ 
22 3.0/ 日 惹起 注 
20 分 後 テ ビリ ン 一 


3 mg 皮下 注 午 
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し 一 死 を 来 す も の で ある が , 本 実験 で は 1 例 の み 賑 死 を 
示し た に すぎ ず , 他 は すべ て 皮下 出血 程度 まで の 反応 で 
あつ た 。 そ こ で 惹起 注射 に 含ま れる 抗原 の 濃 席 と 量 を 高 
くす る 目的 の 為 た 濃縮 体腔 液 を 注射 し た 場合 と , 体腔 液 
原液 を 同じ 局所 へ 反 航 し て 注射 し た 場合 の 2 方 法 に つい 
て 行 つ て みた 。!/: 量 濃縮 体腔 液 で 惹起 注射 し た 場合 は 第 
5 表 通り で あぁ つて 何れ も 24 時 間 後 た は 反応 は を 
示し , 体 液 の 場合 より 強い 反応 示し た 。 


第 5 表 攻 起 注射 の 際 の 抗原 の 


濃 と 反応 度 と の 関係 
作 起 経 過 時 
総量 
coikg 注 和 1 2 4 6 8 24 48 
体 
25 行わ ず 
体 
26 
ーー 


: 体 = リ 基 濃縮 体腔 
塩 = 生理 的 食塩 水 
体 液 原液 で 1 度 注射 を 行う と 反応 は 皮下 出血 まで 
量 し た 局所 へ , 24 時 間 後 に 同一 抗原 を 再び 皮 内 注射 し た 
処 , 4~5 時 聞 後 に 反応 は 更に 進ん で 壊死 を 示 し た 。 そ の 
成績 は 第 6 事 に 示す 如く で ある 。 


第 6 表 再 注 射 と 反応 度 と の 関係 


経 過 ・ 24 時 間 


番 感 作 

24 (2) (6) (8) (24) (48) 
後 26 30 32 48 72 


号 cc/kg 2 6 


同 
12.0 


) 


同 
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腸 反応 

上 述 し た 実験 で 反応 陽性 を た し , 小 
腸 上 部 を し この 腸 体 液 を 0.1cc (濃縮 
の 場合 は 0.05 cc) を 粘膜 下 組織 と 思わ れる 外 へ 注射 し 腹 
局 縫 合 , 24 時 間 後 失血 致死 の 上 , 腸 忌 の 反応 を 調べ た 。 
対照 は 皮膚 反応 と 同様 に 感 作 群 で は 生理 的 食塩 水 を , 非 
感 作 群 で は 体腔 液 を 夫々 同 濃度 同 量 注射 し た 。 こ れ ら の 
手術 は 無 麻 酔 で 無菌 的 に 行 つ た 。 注射 部 位 の 反応 は 第 7 
表 に みる 通り で あぁ つて 肉 妥 に は 出血 明 で 時 に 化 


第 7 表 腸 壁 反応 及び 組織 所 見 


番 皮膚 腸 
号 反応 注射 反応 


十 登 腫 , 出血 , 細胞 高度 


組 織 学 的 所 見 


31 
32 塩 十 僅少 の 出血 の み 
体 十 腫 , 出血 , 細胞 江 高度 
塩 ー 僅少 の 浮腫 , 出血 の みか 
体 十 高度 。 出 血 , 細 胞 は 中 等 
33 塩 一 中 等 出 血 , 細 胞 浸潤 は 少量 
体 十 , 出血 , 細胞 浸 中 等 
塩 ー 僅少 の 出 の み 
体 再 持 ,, 出血 , 細胞 高度 
94 a 塩 再 十 中 等 庶 の 出血 の み 
1/ 志 , 出血 細胞 江 高 
塩 少量 の 浮腫 , 出血 の み 
塩 十 の の み 
腫 , 出血 , 特に テ = オォ ジン 嗜好 性 
塩 再 一 な し 
粘膜 上 の 脱落 。 出血 , 
塩 ー 変化 な し 
36 体 ー 少量 の 出血 み 
対 体 十 , 出血 , 細胞 浸潤 少量 
37 : 
体 再 一 少 出血 の み 


1/s 体 再 十 出血 中 等 。 施 腫 , 細胞 浸潤 少量 


: 再 回 注射 , 腸 壁 反応 は 出血 高 
サ 中 等 , 程度 , 点 を みる 
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性 の 所 見 を 呈し て いる も の も 見 られ た が , 対照 の 非 感 作 
群 に 体腔 液 を 注射 し た も の は 出血 北 も 多少 見 られ た が 軽 
度 で あり , 生理 的 食塩 水 を 注射 し た も の は 殆 ん ど 変 化 が 
な か つた 。 

皮膚 反応 の 注射 に て 抗原 を 高く し た も の 
は 同一 抗原 を 再 注射 し た も の は 反応 度 一 層 増 強し た 結果 
を 得 た の で , 同様 な 方 法 を 腸 選 に つい て を も 行 つて みた 。 
, 体腔 原液 及び 量 液 を 腸 に 注射 し , 24 
時 間 後に その 両者 を 比較 し た 。 又 一 上 体 受 液 を 注射 の 
上 , 24 時 間 後に 開腹 し 前 に 注射 し た 局所 へ 再び 同一 抗原 
を 同 量 注射 し , 腹壁 を 再び 縫合 し 更に 24 時 間 経 た も の 
を 失血 致死 し て 腸 忌 の 反応 を 調べ た 。 そ の 結果 は 第 7 表 
に 示す 通り で ぁ つ て , 濃縮 体腔 液 を 注射 し た 場合 は 体 用 
原液 の 場合 より 遊 に 反応 度 高 度 で あつ た が , 原液 で も 濃 
縮 液 で も 再 注 射 し た 場合 は 1 回 の み の 時 より は 出血 の 範 
囲 は 広く な つて いた が その 反応 度 は 必ず し も 増 張 し て い 
な か つた 。 

これ ら の 注射 局所 の 腸 切片 標本 と し , ~ マ ト 
キシ リン ・ エ オデ ン 宣 色 を 行 つ て 組織 学 的 に 検査 し 
た 。 そ の 結果 は 第 7 表 に 見 る 通り で あぁ る が , 感 作 し た も 
の に 漠 縮 体腔 液 を 注射 し た 場合 は 最も 変化 が 強く 現われ 
附図 1 た 見 る 通り に 組 織 は 腫 性 に 肥厚 出血 
は 最も 広範 団 に み ら れ , 中 性 嗜好 白血球 を 主 と す る 細胞 
浸潤 が 閉 明 で あり, エ オ デン 叶 性 白血球 を 含む ェ オ 
デン 性 血球 の 出現 は 特に 顕著 で あつ た 。 原 液 
を 注射 し た も の は 夫 よ ょ り は 変化 は 上 少 か つた が , 粘膜 下 組 
織 浮腫 , 出血 は 毎 常 見 られ , エ テオ デン 嗜好 性 
を 含む 細胞 浸潤 も 可 成 り の 程度 に み ら れ た 。 叉 中 に は 人 附 
図 2 に みる 如く に 粘膜 の 脱落 , 示す も の も あ 
つた 。 反 し て 対照 の 非 作 に 夫々 の 体腔 を 注射 
し た も の は , 附図 3 に みる 通り に , 濃度 に 応じ て 浮腫 , 
出血 も 見 られ た が 上 記 の 場合 より は 少 い 変化 で あつ た 。 
特に た ェ オ デン 性 球 は 殆ど み ら れ な か つた 。 
感 作 群 に 各 濃 度 の 生理 的 食 群 水 を 注射 し た も の は , 附図 
4 に 示す 通り に 僅少 の 出血 を 認め た に すぎ ず , 感 作 群 と 
非 感 作 群 と の 反応 度 の 差異 は 明か に み ら れ た 。 

Diethelm, Heuck und Kloos(1952) は 上 貝 全 抗 原 で 
感 作 し た 動物 の 腸 を 結 栓 し, その 間 に 抗 原 を 入れ る と 魏 
管 壊死 を 伴 つ た 性 出血 性 腸炎 を 得 た と 述べ 
て いる が , その 手技 の 明細 な 記載 が な い の で 充分 な 参考 
と する こと は で き な か つた が , 私 は を 追 紅 し て みた 。 
その 方 法 は 皮膚 反応 陽性 の 融 を 開腹 し , 中 部 小腸 を 約 5 
cm の 間隔 で 2 個所 結 栓 し て 流体 の 流 過 を 不能 な らし め 


(35 ) 


| 
| 
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その 間 へ 体腔 液 を 0.5~3.0 cc 注 腸 し , 8~24 時 間 後 廊 
見 し た 。 人 工 的 腸 閉 圭 を 作 つ た その 間 は 結 村 た に ょ る 機械 
的 刺 雷 は 非常 た 劇 し く , 内 容 は 何れ も 血性 粘液 で 充ち , 
腸 忌 は 出血 性 乃至 壊死 性 を 示す こと 閉 し か つた が , 生理 
. 的 食塩 水 を 注入 し た 対照 例 も 同様 な 所 見 を 旦 し 両者 の 間 
に は 認め られ な か つた 。 

IV 液 を 抗原 と し た 試験 

/s 量 濃縮 液 を 連日 当 cc 宛 5 
7 回 に 豆 り 静 注 し , 総量 20.0~45.0 cc に 達せ し め た 。 
注射 の 場合 に は の 時 の よう な 全 は 殆 ん ど な 
く 死 亡 す る も の も な か つた 。 併 し 高 張 液 の 静 注 の た め に 
注射 部 位 附 近 の 血管 を 中 心 と し て 耳 翼 全体 に 豆 り 浮腫, 
衝 箇 高度 と な り , 甚 し きも の は 一 死に た 及び , 為 に 耳 縁 は 

上 の よう に し て 感 作 し た 束 に 2~3 週間 経て か ら 飼 状 
原液 か ら 始 つて リ 2。 量 ま で 濃 繕 し た 飼養 液 を 各 濃 度 0.05 
へ ~0.1cc 皮 内 注射 し た が , 高 濃 度 の も の は 注射 部 に 介 血 
を 量 する の み で , 又 低 濃度 の も の は 何等 変化 な く , 共に 
対照 と の 差異 は 認め られ な か つた 。 

腸 に ょ る 腸 反応 も 同様 に と し て , 各 濃 も 
の を 0.05~0.1 cc, 1 回 又は 再度 注射 し て 調べ た が , や 
は り 対 の は 認め られ な か つた 。 

B. モル モッ ト を 用 いた 場合 の 実験 方 法 と 成績 

1 感 作 方 法 と 毒 力 試 験 

感 作 は 体腔 液 の 腹腔 内 注射 に よっ つた 。 そ の 歪 力 試験 の 
結果 は 通り で あぁ つ た 。 

1) 1.0cc 宛 4 に 注射 し た 1 は を , 3 
匹 は 12 時 間 以 内 と 死亡 。 

2) 当 0.5cc 宛 4 注射 し た は 12 時 間 内 
に 死亡 し た が , 1 克 は 連日 4 回 の 注射 に 耐 過 。 

3) 当 0.3cc 宛 4 注射 し た 1 は 2 回 で 
亡 , 3 連日 6 回 の 注射 に 過 。 

4) 当 0.2cc 8 に 注射 し た は 2 時 間 内 
に 死亡 し た が , 7 克 は 隔 日 3 回 の 注射 に 耐 過 。 

5) 当 0.2 宛 8 に 連日 5 回 注射 し た が 全部 過 。 

この 成績 か ら 見 て モル モッ ト の 体腔 液 に 対す る 耐容 量 
は 1 回 量 当 旗 0.2cc 位 が 適当 と 思わ れる 。 

II 友 膚 反応 と 腸 壁 反応 

モルモット を 体腔 液 で 感 作 し , 或 る 期間 の 潜伏 期 を お 
いた 後に 再び 体 腕 液 を 0.1cc 皮 内 に 注射 し て その 友 諾 
反応 を 調べ た 結果 は 第 8 素 に 示し た 。 こ れ ら の 反応 は 注 
射 後 4~5 時 間 位 で 発赤 が 著 明 と な り , 震 死 を 示し た も 
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の は 24 時 間 後に 最大 と な つた 。 こ の 成績 を みる と 非 感 
作 群 に も ( 二 ) を 示す も の が ある の で 感 作 群 の ( 十 ) 程 度 の 
反応 を 除外 す る と , ( 士 ) 以上 の も の は 15 例 中 7 例 で あ 
り , 沈 に 反し て 5 例 は 全く (一 ) で ぁ つ た 。 併 も 反応 の 現 
われ 方 が 同じ 処置 の も の で も 不定 で あり 差異 の ある こと 
を 知 つ た 。 


第 8 表 モル モッ ト の 場合 の 皮膚 反応 


作 感 作 

総量 終了 後 最高 反応 帰 

cc/kg 数 

460 3.0 17 措 
2.0 


性 体重 


3 日 後 死亡 


© 
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次 に この 感 作 し た モル そ モッ ト で 腸 忌 へ の 注射 に よる 腸 
摩 反応 を 前 記事 の 方 法 と 同様 に 行 つ て 調べ た が 対照 と の 
認め られ な か つた 。 

次 に は 液 で 同様 に し て , 皮膚 及び 腸 反応 
検査 し た が や は り 対 照 と の 差異 は 認め られ な か つた 。 

総括 と 接 

液 を し て 作 し た 反応 は 何れ も 
陽性 に 出 た 。 そ の 程度 は 体腔 液 原液 を 注射 し た 場合 は 大 
部 分 が 発赤 , 皮下 出血 の 程度 を 示し , 反応 の 最高 に 達 す 
る 時 間 は 注射 後 7~8 時 間 頃 で あぁ つた 。 濃縮 体腔 液 を 注 
射 し , 或 は 原液 を 2 回 同一 筒 所 へ 注射 し た 時 は 反応 は 更 
に 進ん で 何れ も 揮 死 を 示し た 。 こ の こと は 抗原 抗体 反応 
に 於 て 抗原 の 濃度 及び 量 が 増 せ ば 反応 は 増強 する と いう 
原則 に 適合 し て いる 。 

Taliaferro(1929) は 免疫 に ける 皮膚 反応 で 数 
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小宮 山 論文 附図 


第 1 図 感 作 し た も ゃ の に !5 量 濃縮 体腔 液 を 注射 し 第 3 図 (対照 ) 非 感 作 の も の に 3 量 濃縮 体腔 液 を 
た 場合 。 下 組織 の 高度 , 出血 細胞 注射 し た 場合 。 腫 , 出血 は 中 等 度 に み ら ちら れる が 細 
が 著 明 。 胞 は 少 い 。 
科 第 2 図 感 作 し た も ゃ の に 体腔 原液 を 注射 し た 場合 。 第 4 図 (対照 ) 感 作 レ し た も ゃ の に ! リ /s 量 濃縮 生理 的 食 


粘膜 上 皮 の 脱落 , 麻 炉 が み ら れ る 。 塩水 を 注射 し た 場合 。 小 範囲 の 出血 の み が み られ る 。 
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分 以内 に 出る も の を immediate reaction と し , 8 一 24 
時 間 位 し て 菩 く 最大 に な る も の を delayed reaction と 
し , Schdbnfeld (1937) は Sofortreaktion Spatreak- 
tion と に 区 分 し た が , 本 実験 の 結果 は その 中 間 を ゆく 
も の で 何れ に 属 せ し め ら れる か は 決め 開 ね る が , や ぇ ゝ 後 
者 の 方 に 近い も の と 言え よう 。 

Arthns に よ ょ れ ば 反応 の 最大 と な る の は 24 時 間 後 で 
壊死 と な る の で ある が , この 実験 で は 最高 反応 の 現われ 
る 時 間 が 稽 早期 で あり , 又 そ の 程度 も 皮下 出血 位 で あ 
つて , 同 現 旬 と は その 結果 に 於 て や ゝ 相違 が み ら れ る の 
で ある が , それ は 幅 貝 体 腕 液 を 抗体 と し た 場合 に は 起 さ 
れる 抗原 抗体 反応 の 程度 が 弱い か ら で あ ろう 。 な ん と な 
れ ば 体腔 液 を 注射 し た 時 は 24 時 後 に 壊死 を 
た こと を 見 て も 判る 。 そ の 他 手 技 の 原則 は 同 法 に 浴 じ て 
行 つ た の で あり , こ ょ に Arthus 現象 と 同様 な 機 序 に ょ よ 
る 皮膚 反応 を 起す こと が 出来 た と いえ る と 思う 5 。 

状 起 注射 を 行う に は 或 る 期間 の 潜伏 期 が 必要 で ある こ 
と は 既に 言わ れ て いる が , 本 実験 で も 2~3 週間 が 適当 
で ある こま を 示し た 。 

Spieth(1914) は 中 死 の 女児 を し , 多数 の 
虫 を 有する 腸管 粘膜 に 発赤 , 出血 点 , を 認め , 
毒素 に ょ よる も の と し, Schloessmann(1914) は 侵入 し た 
の 為 に に 下 出 血 , , を 認め 腸 フ 
グモ ー ネ を 来 し た と い ょ , Gerlach(1922) は 遇 虫 性 イレ 
ッ ス の で 膜 の , を 認め , Takeuchi(1925) 
は 腸 死 の 男児 の 見 で 腸 粘 膜 及び 層 の 壊死 と 広範 
囲 な 出血 を 認め に ょ よる も の と し た 。 明か に 腸 ァ 
レグ ダグ モー ネ を 見 て いる 例 で は 塩田 教 は 急性 
閉 で 手術 切除 し た 空腸 粘膜 に 腫 , 発赤 , 濱 瘍 を 
め , 潰瘍 中 に は 遇 虫 が 侵入 し , 顕微 鏡 所 見 で は 膜 の 浮 
腫 , 多核 , テオ デン 嗜好 性 白血球 プラ スマ 細胞 
な どの 浸潤 を 認め た 。 永 島 (1943) は 空腸 下部 に 貞 虫 に よ 
つて され た と 思わ れる フレ ダ モー ネ 様 病 見 , 組 
織 所 見 で は 粘膜 下 組 織 の 学 腫 , 出血 , 局所 エ オ ヂ デフ ノ フィ 
リー, を 証明 し て いる 。 若 月 等 (1948) は 8 例 
の 開腹 手術 で 空腸 と 10~40 の の 有する の を 
め , その 部 分 は 赤 色 至 蒼白 色 に 腫 に 肥厚 し , 組 
織 所 見 で は 粘膜 の 出血 , , 膜 下 の 高度 の 
広範 な 細胞 浸潤 特に テオ デン 嗜好 性 白 血 球 の 存在 する の 
を 認め , は 腸 フ レグ モー ネ 又 は Crohn の 第 I 型 局 所 
性 腸炎 と 同様 で ある と 言い , その 発 来 機転 に つい て は 腸 
, , 流血 の ェ オ デン 好 性 白血球 の 増 多 等 
り 環 貝 毒 の アレ ルギー を 想定 し て いる 。 高 山 (1949) は 8 
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例 の 手術 で 興和 虫 の 発生 部 に 何れ も 限局 性 腸 フ レグ モー ネ 
を 時 し て いる の を 見 出し , 組織 所 見 も 腸 フ レグ モー ネ と 

告 さ れ て いる の と 同様 で 結膜 下層 の 浮腫 性 腫 服 , 壊死 
高度 出血 ヂ ン 性 を 多く 含む 細胞 浸潤 を 
認め て いる 。 大 内 (1949) は 3 克 を 有する 空腸 に 
膜 壊死 , 下 組 織 の 高度 浮腫 , 性 出血 , 細胞 浸潤 
を 見 出し て いる 。 松 本 (1952) は 監 祭 院 の 訓 見 例 で 同様 な 
こと を 見 て いる 。 

以上 の 報告 は 災 虫 が 寄生 する た め に 腸 フ レグ ダグ モー ネ 又 
は それ に に 上 天 似 し た 病変 が 発生 し た と 思わ れ る 実例 で あ 

私 は 本 実験 た に 於 て 体腔 液 で 感 作 し た 動物 の 腸 忌 に 同一 
抗原 を 注射 し た , 下 組織 の 高度 の 浮腫 , 出血 , 
オォ デン 嗜好 性 白血球 を 主 と し た 細胞 浸潤 膜 の 訂 
を 来 し た こと を 認め た 。 等 の 像 は 上 記 諸 穴 の 報告 し た 
も の と 全く 同様 な も の で , 腸 フ レグ モー ネ そ の を も の を 発 
生 さ せる こと が 出来 た と いつ て も 差 支 えな いと 思う ぅ 。 従 
つて この 実験 の 結果 か ら 推 測 す る と , 上 遇 虫 物質 の 何等 か 
が 体内 に 吸 履 され に 対す る 抗体 が 産生 著 積 され て 過敏 
性 の 状態 に な つて いる , 再び か ら 排 され た 抗 
原 物質 が 腸 壁 に 吸 必 され , こ ぇ に アレ ルギー 性 の 反応 を 
来 す こと が 考え られ る の で あぁ つて, 上 記 報 告 例 の 中 に は 
この 様 な 機転 に ょ つて, その 変化 が 惹起 され た も の を も あ 
る と 想像 され る 。 実験 は 注射 に た に よ つ た の る ある か ら 実 際 
に は 同じ こと は 起り 得 な いよ うに も 思わ れる が , 寄生 正 
が 腸 て いる 時 に 排 され た 体 物質 が 偶 
然 存在 する 又は 貝 体 の 運動 に ょ る 器械 的 な 損傷 部 か ら 吸 
履 さ れる こと が あつ て も よい と 思う ぅ 。 

1) 体 を 抗原 と し て 内 注射 感 作 し た 
皮膚 に Arthus 現象 と 同一 機転 に ょ る 皮膚 反応 を せ 
し め 得 た 。 

2) 腸 忌 に 対し て も 同様 な 甚 起 試験 を 行 つ て , アレ ル 
ギー 性 に 腸 フ レグ モー ネ 様 炎症 像 を 起 さ せる こと が 出来 
3) この こと か ら 寄生 者 の 腸 生ずる 限局 性 腸 | 
フレ ダグ モー ネ の 発生 機転 は 上 貝 物質 に よる アレ ルギー 性 
反応 の 結果 が 多分 た に ある と 想像 され る 。 3 

4) この よう な 試験 で の 実験 動物 と し て は モル そ モット 
の 方 が 明確 な 結果 を た 。 

稿 を る に 当り , 導 と 御 校 を 賜 つ た 松林 教 
授 た に 深謝 致し ます 。 i 
本 論文 の 要旨 は 昭和 28 年 10 月 第 13 回 日 本 寄生 虫 学 3 
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虫 飼養 液 の ベー パー クロ マト グラ フ 
(アミ ノ フ 酸 及び 脂 酸 の 検出 ) 
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利 


慶応 義 大 学 医学 部 寄生 学 教 (主任 松林 久吉 教授 ) 
(昭和 29 年 7 月 13 日 受領 ) 


代謝 産物 中 の 化合 物 及 び 脂 酸 は , つと に 宿 
主 と の 関連 た 於 て 注目 され て 来 た が , 所 調 咽 貝 毒 は 唯 天 
虫 体 中 に 存在 する 物質 と いう だ け の も の で な く , 排 洪 乃 
至 は 分 泌 さ れ て 虫 体外 に 出さ れる 物質 で な けれ ば な ら な 
い 。 こ の 見 地 か ら 代 講 産 物 が 問題 と な る の で ある が , 密 
素 化 合 物 と し て は , Weinland(1904) は 含 窒 素 物 質 の 主 
体 は アン モニ = ヤ で ある と な し , Flury(1912) は アン モニ = 
ヤ , アミ ン , 更に と ビ ウ ツウ レット 反応 陽性 物質 と し て ラ ィ イム ふ , 
ペア プ ト ン , アミ ノ 酸 を 検出 し , 尿 素 尿 酸 は 検出 され な か 
つた と 報じ , Bueding(1951) も 氷 素 , 尿酸 は 産生 され な 
いと 言っ て いる 。 ・ 関 根 ・ 鈴 木 (1940) 氏 は 飼育 
液 中 に アン モニ = ヤ 及 び 尿 素 を 認め , 他 の 含 物質 
を 最 か ら ず 排 江 し て いる と 報じ て いる 。 諸 家 の 報告 に な 
る アン モニ = ヤ 量 は 実際 宿主 の 腸管 内 た 於 ける アン モニ = ヤ 
量 り る か に 少く て し て は 可能 性 は 少 い 
も の と 小泉 教授 (1944) は 述べ て いる 。Baldwin(1937) に 
よれ ば , 蛋白 代 放 の 終 産物 と し て は , 無 奪 槍 動 物 で は ア 
ン モ = ヤ が 主体 を な し 尿酸 は 最も 少く , 下 等 動物 で は ア 
ミノ 酸 が 不変 化 の ます で 排 洪 され る 傾向 が 多い と いう 。 
之 に 依っ つて も , アミ ノ 酸 が 排 江 され る こと が 想像 され る 
が , 小泉 教授 は 排 溢 され た アミ ノ 酸 が , 細菌 の 作用 を 受 
け て , 或 は カル ボキ シル 基 を 失 つ て アミ ン と な り , 又 了 ア 
ミノ 基 を 失 つ て 脳 酸 判 く は その 誘導 体 た に 変 ずる 可能 性 が 
ぁ あり , 之 等 が 何等 か の 機転 で 多量 に 著 積 する と き は 種々 
の 障 起 し 得る と 想定 ざれ て いる 。 林 1941) は 実際 
に アミ ノ 酸 と し て トリ プ ト フ ァ ン , チョロ シン を 飼育 液 中 
に 証明 し , : 乏 れ は イン ド エ チ ラミ ン , チラ ミン 等 の アミ 
ン と な り , 叉 は スカ トー ル , イン ドー ル , フェ ノー 等 


Toshio Yoshizawa : Detection of aminoacids and 
fatty acids by papér-chromatography in the me- 
dium in which Ascaris lumbricoides were kept 
alive (Dept. of Parasitology, School of Medici- 
ne, Keio University, Tokyo, Japan) 


の 脂肪 誘導 体 と な る 変化 が 宿主 腸管 内 た に 於 て 行わ れる も. 
の と みて 居り , 飼 育 液 中 か らち イン ドー ル , フェ ノー ル は は 
証明 し 得 た と し て いる 。 の 如く た に て アミ ノ 酸 
が 問題 と な る の で , 私 は 飼育 液 中 の 了 アミ ノ 酸 を 更に 追究 


- し よ ょ うと 老 え た も の で ある 。 


次 に 代謝 中 の 酸 就 い て は , Weinland (1904) 
は レ リア ン 酸 , カプ ン 酸 , Flury(1912) は 
性 脂 柄 と し て は オレ イン 酸 , パル ミチ ン 酸 , ステ ァ リ ン 
酸 を , 揮発 性 脂 と し て プロ ォ ン 酸 , 酸 , 
ァ レ リア ン 酸 を , Harnisch(1935) は イソ ダァ レ リ ア ン 
酸 生 成 の 可能 性 を , Oesterlin(1938) は 遇 酸 , ダァ レ リ 
ン 酸 を 報じ て いる 。 小泉 教 授 は 究 の 立場 に 於 
て 脂肪 酸 に も 落 目 し て 居 ら れ , 若林 (1942) は オレ イン 
酸 , ペル ミチ ン 酸 , ステ ァ リ ン 酸 , 揮発 性 有 酸 と し て , 
酷 酸 イッ ヴァレ リア ン 酸 を 証明 し て いる 。 私 は 


先 に 房 標本 を 以 て 液 の 生物 に 対す る 薬理 的 


作用 を 実験 中 , 脂肪 酸 と 思わ れる 作用 を 認め た が , 今回 
は 脂 中 で も 意 最も 深い と 思わ れる 揮発 性 低級 脂 
酸 を 検出 し ょ うと し て 実験 た に 取り 掛か つた 。 脂 肪 酸 及 び 
了 アミ ノ 酸 共に 実験 方 法 と し て ペー ペパー ペティ ショ ンク 
マト グラ フュ ー( 以 下 P.C. と 路 記 す ) を 応用 し た 。 


1. 実験 材料 


の 代 産物 は 分 物 が と し て 問題 に な 
る の で , 畑 虫 を 人 工 飼 育 し その 飼養 液 を 材料 と し た 。 層 
場 よ り 保 リン ゲル 液 た 入れ 速 か に 運搬 し た 豚 を 
10 令 に 対し 0.95 22 食 塩水 200 cc の 割合 に て , 37°C の 
卵 中 で し , 48 時 間 の 飼 液 100 も 2000cc 
を 1 還 の 材料 と し て 処理 し た 。 こ の 飼養 液 を 減圧 の 下 に 
60°C で 沸騰 せしめ て , 約 joo に し た も の を アミ 
酸 の 検出 の 目的 に 向 つて し , 殆 ん ど く 程 度 に ま 
で 濃縮 し た も の 及び その 場合 の 蒸 潤 液 に つい て は 脂肪 酸 
の 目的 に 沿う べく 処理 し た 。 
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2. 液 中 の アミ ノ 
(P. C. に よる 検出 ) 

一 般 に アミ ノ 酸 の P.C. は 容易 と され て いる が , 飼養 
液 の 類 は 各種 の 塩類 , 有機 物 に 汚染 され て いる の で 初め 
展 義 が 定型 的 に 出 な か つた 。 佐竹 (1949) も 微生物 の 培養 
液 等 は 無機 塩類 が 種々 の 障 科 を 来 し , 之 に は イ ォ オォ ン 交換 
樹脂 を 用 いる と 完全 に 除去 出来 る が アミ ノ 酸 の 損失 が 意 
外 に 多 か つ た りす る と 述べ て いる 。 

私 の 実験 で は , 次 の 方 法 に 従 つ て アミ ノ 酸 を 採 履 し た 
実験 が 最も 良い 結果 を も た らし た 。 材料 の 項 で 述べ た と 
ころ の 減圧 濃縮 の 結果 得 ら れ た 約 リリ zoo に 濃縮 し た 20 cc 
の 被 検 蓄 に, 10 22 NazCO ぅ 水深 液 を 滴下 する こと に よ ょ よ 
つて 常に アル カ ヵ カリ 性 た 保ち つ ゝ , 一 方 に 備え た ビュ ー レ 
ッ ト よ り 10 柳 酸 水銀 水深 液 を 滴下 し , 遂に 永久 に 黄色 
の 炭酸 水 銀 の 化合 物 が 敏 る まで 両 試 薬 を 加 % て ゆく 。 其 
くす る と 略 * 全 アミ ノ 酸 を カル ババ ミ ノ 酸 酷 酸 水 銀 化 合 物 
と し て せしめ 得る と いう 5 (Neuberg u. Kerb1912) 。 
アル コー ル で し , HzS で 分 解 し て より 水 
を 蒸散 せしめ 濃縮 し て を 検体 と し た 。 こ の 方 法 に ょ る 
と 塩類 や 糖類 を 一 度 に 分 離 除 去 す る こと が 出来 る 。 こ の 
検体 約 1mg を ペー パー の 一 隅 に 型 の 如く に 附 し 下記 の 
様 に 展 義 し た 。 

(1) 展 

ペー パー は 東洋 濾紙 No.50, 40x40 を 使用 し , 密 温 
で 24 時 間 宛 二 炊 元 展 義 を 行 つ た 。 落 媒 は 第 1 次 元 は フ 
ェ ノ ー ル と アン モニ = ニヤ 水 (O.1 祈 に NH: を 含む ) の 9:1 
の 混合 液 上 層 を 用 い , 第 2 次 展 プ ブタノール, 
水 (4:1:2) 混合 液 の 上 を 用 いた 。 ブタノール, 
タ ノ ー ル , 水 の 混 合 溶媒 は Rf 値 が 小さ く て 余り ょ よい 成 
績 が 得 ら れ な い 。 

(2) 

222 Ninhydrin Buthanol 溶液 を 叶 90°C の 
温 器 中 に 10 分 間 お いて 時 色 せ し め た 。 Rf 値 は 温度 , 湿 
度 , 装置 等 を 完全 に 一 致 を し ある こと は 難い の で , 多く 
の 7 了 酸 試 薬 を 反 し て * 一 定 せ る 値 を 得 
て , その 平均 値 に 基 い て 被 検体 の Spot 同定 の 資料 と し 

(3) 

同定 出来 た も の は チ ス チン , セリ ン , タウ リン ,. ペ バリ 
デン で ある 。 この 中 で ,> デ テ ニン チン 
常に 濃厚 に 出 て 来る 。 舘 お , トリプトファン が 検出 され 
た こと も ある 。 同定 出来 な い Spot が 3 個所 許 り 見 られ 
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た 。 交 等 の アミ ノ 酸 の タク タロ マト グ ダグラム の 模型 は 第 1 図 に , 
平均 Rf は 第 1 表 に 通す 通り で ある 。 


第 1 図 アミ ノ 酸 の 展開 


J 
H 


: フェノール , 水 ( 含 アン モニ = ヤ ) 9:1 
第 二 次 展開 : ブタ ノー ル , 酷 酸 , 水 …・4:1:2 
: cystine I: alanine I/: tryptphane 
: Serine J: histidine M: leucine 
: taurine K: tyrosine A,C,D,F: 不明 
: glycine L: valine 


nn 


第 1 表 飼 展開 成績 (アミ ノ 酸 の Rf) 


展開 第 一 次 展開 フェ ノ 第 二 展開 


0.122% ア ン ノー ル : : 
ミ ャ 水 (90:10) 水 (4:1:2) 


cystine 0.21 0.24 
serine 0.28 0.31 
taurine 0.35 0.34 
glycine 0.51 0.31 
alanine 0.57 0.38 
tyrosine : 0.63 0.48 
histidine 0.71 0.34 
valine 0.77 0.56 
tryptophane 0.80 0.62 
leucine 0.81 0.70 


3. 飼養 液 中 の 脂肪 酸 

(P. C. に 依る 検出 ) 
既に 述べ た 様 に 前 天理 し た 材料 で ある 飼養 液 の 減圧 蒸 
及び 物 と に つい て を 次 の 様 に た 。 ち 
ず ェ ー テ ル に て し , 20 2 ソー ダ 水落 液 
を 加え て 脂 酸 を ソー ダ 塩 と し て 水中 に 溶かし , 次 で 分 液 
漏斗 で 水 層 を 分 離し て ェ ル レン マイ エル コル ベン に 控 履 
し , 硫 酸 を 滴下 し て よく 混和 し , 酸 の が な 
く な り 有 上 且つ 弱 酸性 に な る 様 に し て 脂 酸 を 再び 遊離 させ , 
再度 テー テル で 抽出 し , 分 液 漏斗 で よく 水洗 し て 硫酸 を 


( 41 ) 


| 
: 


230 


除く 。 水洗 の 際 は 食塩 水 を 用 いる 方 が よい 。 こ の 抽出 液 
より エー テル を 追放 し て 脂 酸 を 得る こと が 出来 る 。 こ れ 
を 試料 と し て 展 義 し た 。 

(1) 展 閉 

Hiscox && Berridge(1950) 発表 の 方 法 を 用 いた 。Re- 
id, Lederer(1951) の 方 法 で も 行 つ た 。 ペ ー パ ペー は 東洋 
濃 紙 No. 50, 2x40 を 用 い , 予め る 48 時間 アン モ = ャ ヤ 蒸 
た に さら し て 飽和 させ て お いた 。 こ の アン モ = 
の 飽 和 し た ペー パー に 型 の 如く に 試料 を 附 着 し て 展開 し 
た 。 展 開 剤 は ブタノール, 水 の 100 : 20 の 混合 液 の 上 選 
部 を 用 いた 。 即 ち 固 定 相 を 水 , 移動 相 に ブタ ノー ル を ル , 更 
に 展開 器 中 に アン モ = ヤ 水 を 入れ た 試験 管 を 装置 し て 絶 
ええ ず ア ン モ = ヤ 蒸 気 を 蒸散 せしめ る こと に より 蒸気 相 と 
し て アン モ = ヤ を 使用 し た も の で ある 。 窒 温 で 凡そ 24 
時 間 展 義 し た 。 

(2 検出 


展 義 容器 中 か ら 取 出し た マー ペー は 速 た 溶媒 上 上 昇 終末 . 


点 に マー 附 す 。 後に Brom-cresol-green 
の 22 7 ルコ ュー ル 液 を た 。 る 時 は に し 
て 散 色 の 地 に 青色 の 極め て 鮮明 な Spot が 得 ら れる 。 こ 
の 場合 も た Spot の 輸 マー を する 。 , 成 
績 判定 と に つい て は Cj:~Cso の カル ボン 酸 及 び 乳酸 , オ 
レイ ン 酸 , 硫酸 等 を 反 角 展 義 し て Rf 平均 値 を 得 て , 之 
を 以 て 判定 の 資料 と し た 。 

(3) 

乾 固 物 及び 蒸溜 液 中 の 脂 酸 の クタ クロ ョ マト グラム は 第 2 図 
に 示す 通り で あり , 同定 され た も の は 前 者 に 於 て は 酷 酸 
(C2), 酷 酸 (C) り , ダァ レ リ ア ン 酸 (C5), カプ ョ ロン 酸 (Cs) 
で , 後者 に は 酷 酸 , 酷 酸 , カプ ョ ン 酸 及び オキ シカ ル ボ 
ン 酸 た る 乳酸 で ある 。 酷 酸 は 最も 濃厚 に Spot を 作 つ 
た 。 之 等 の Rf は 第 2 表 に 示す 通り で ある 。 


4. 総括 並 に 考 接 

1) アミ ノ 酸 に 就 て 

私 は 飼育 液 中 の アミ ノ 酸 を 一 望 の も と に 検出 する 方 法 
と し て ペー パー クロ マト グダグダ ラフ 』ー を 応用 し た も の で あ 
る 。 ア ミノ 酸 の P.C. は 最も 広く 行わ れ も て いる も の で あ 
る が , 飼養 は 細菌 と 共に , 糖類 に し く 
され て いる の で 美しく 展 義 され 難い と され て いる 。 そ こ 
で 等 の 物質 の 除雪 を 確実 た 行う こと が 必要 と 考え られ 
た 。 そ れ で ル ミ ノ 酸 酸 水銀 化合 物 と し て 方 法 
は 効果 的 で あつ た と 思わ れる 。 ノ に を 
含ま せ た 展 義 剤 は 非常 に 良い 。 成 績 は 前 表 の 通り で , ヅ Y 
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第 2 図 脂 酸 の 展開 


D a|D 
B 
3 a 
a |E 
(iii) 
〕 
i, i: 蒸溜 分 A: acetic acid 
(i は その 中 最 下 層 ) B: butylic acid 
残 C: valeric acid 
D: caproic acid 
E: lactic acid 


第 2 表 飼養 液 展開 成績 ( 脂 酸 の Rf) 


種 Rf 
Carboic acid 
acetic acid 0.15 
butylic acid 0.44 
valeric acid 0.50 
caproic acid 0.66 
Oxycarboic acid 
lactic acid 0.04 


Solvent system : 
statinary phase : water 
mobie phase : n-Butanol 
vapour phase : ammonia 


ァ ー リ ン が 毎 常 濃厚 に 検出 され た 。 rr イチ テン, アラ ニ = 


ン , チ ス チン , セリ ン も 常に 比較 的 濃厚 な Spot を 現 わ 


し た 。 第 図 の 通り 数 種 の Spot は 同定 出来 な い が , 泌 
は Peptid か と 思わ れる 。 
等 の アミ ノ 酸 は 分 泌 又 は 排 江 され る も の で ある か , 


・ 或 は 混在 細 苗 の 為 に 分 解 さ れ て 発生 し た も の か , 殿 ら く 


は 両者 で あろ う 。 

Flury (1912) は 遇 虫 体 成分 と し て は グリ ココ ュ コール, バ 
ーー リン, ロイ チン , アス ペラ ギン 酸 , アル ギ ニ = ニン , リ デ 
ン , ヒス チ ヂ デン を 含む と 報告 し て 居り , 梶原 ・ 橋 本 (1952) 
は 著者 同様 に P.C. に ょ っ て 銅 虫 体腔 液 中 に アス ペラ ギ 
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ト フ ァ ン , ロイ チン , ヒス チ デ ン を 検出 し て 居り , 即ち 
虫 体 か ら は 多く の ア 了 アミノ酸 の 証明 が 行わ れ て いる の に , 
代 肌 産 物 中 の アミ ノ 酸 に つい て は 具体 的 に は 既 述 の 若林 
氏 の 報告 の 様 に た チロ ョ シン, トリプトファン ある の み で , 
最近 Bueding(1951) も アミ / 酸 代謝 と つい て は 余り 知 
られ て いな い が 人 蛋白 分 解 酵素 の 存在 は 確 捧 で あぁ る と 報じ 
て 居る だ け で ある 。 今 こ ぇ に 飼養 液 中 た に 約 10 種 の アミ 
ノ 酸 が 検出 し 得 ら れ た こと は 秋 虫 の 生理 作用 研究 上 , 又 
ヒス タ ミ ン その他 の アミ ン や 脂 酸 誘導 体 と の 関 藤 より し 
て 基体 の つと し て 意味 ある も の と する 。 
2) 脂 酸 に つい て 

Weinland, Flury, Harnisch, Toryu, Oesterlin, 若 
林 の 報告 を する と 排 中 に は 揮発 性 低級 
酸 と し て は , 酸 プロ ピオ ォ ン 酸 , 酷 酸 , レ リ 
ン 酸 , カプ ョ ン 酸 等 が 検出 され て いる 。 プロ ピ 
ォ ン 酸 , ダァ レ リ ア ン 酸 は 夫々 訪 素数 は 1, 3, 5 で ぁ つ 
て , 元 来 天然 に は 動植物 体 構 成分 と し て 応 素 数 耕 数 の 
カル ボン 酸 は 存在 せ ぬ と 言わ れ も て いた も の で ある の で , 
殊 に 代 放 物 中 に ダァ レ リア ン 酸 の 存在 の 問題 に つい て 
は 諸 守 の 議論 が 集中 し , Fischer(1923) 等 は 無菌 的 に 環 
虫 を 飼育 し て ダァ レ リ ア ン 酸 を 可 定 し た 。 と ころ が 最近 
Epps, Weiner, Bueding(1950) 等 は 同様 に 無 苗 的 に 飼 
育 し て 代 放 物 中 に 細菌 等 の 影響 に よら ず し て ダァ レ リ ア 


ン 酸 及び その 媒 性 体 又 は その 何れ か が 存在 する と 報告 し 


た 。 私 の P.C. に よれ ば , 酷 酸 , 酷 酸 , ダァ レ リ ア ン 酸 
ヵ ア プア ョ ン 酸 及び 乳酸 が 検出 出来 た 。 こ の 中 で 酷 酸 は 最も 
漠 厚 に Spot を 作 つ た 。 
脂肪 酸 が 毒物 と し て の 作用 を 有 ち , 上 銅 貝 癒 の 一 つ で は 
な いか と 注目 し た 学者 に は Flury, 小泉 教授 等 が ぁ る 。 
著者 の 心 臓 房 標本 実験 に 於 て も 液 有害 作用 
物質 の 一 つと し て 遊離 脂 酸 と 目 さ れる 物 が 検出 され て 居 
る の で ある 。 然 し 一 方 で は , 同じ く 私 の 実験 で 災 虫 寄生 者 . 
と 非 生 者 に つい て の 中 の 酸 の 定量 を 行 つ た も 
の で は 両者 に 差異 は 認め られ な か つた 。 然 し 征 ら 之 も , 
極め て 症状 顕 閉 な る 興 虫 症 患 者 に つい て , 更に 遊離 脂 酸 
の 箇 々 の も の に つい て 検討 を 加え る な ら ば 異 る 成績 を 得 
る か と る も 思う も の で ある 。 
5. 

の 代 終 産物 , 分 物 並 に それら が 微生物 や 酵素 
の 作用 を 受け て 分 解 し て 出来 る 物質 中 に , 所 調 短 虫 毒 の 
一 基体 で ある と 見 條 さ れる アミ ノ 酸 , 低級 揮発 性 脂肪 酸 
の 証明 を 行う べく , 鍋 虫 飼養 液 を マー ペパー クロ マト グダグダ ラ 
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フィ ー に より 分 析 し 次 の 成績 を 得 た 。 

ン , グリ シン , アラ ニン , チロシン, ヒス チ デ ヂ デン が 検出 
され , 殊 と ダァ ー リ ン は 常に 最も 濃厚 で , アラ ニン, 
ィ イチ ン , チ ス チン , セリ ン も 毎 常 比較 的 濃厚 に 検出 され 
た 。 決定 し 難い 3 種 の 含 化合 物 , 恐らく は 
ベア プチ ド が 存在 する 。 

2) 脂肪 酸 

揮発 性 低級 脂肪 酸 と し て , 酷 酸 , 酷 酸 , ダァ レ リ ア ン 酸 
カプ ョ ン 酸 及び オキ シカ ルポ ボン 酸 と し て 乳酸 が 検出 され 
た 。 こ の 中 酷 酸 は 最も 濃厚 な Spot を 表わし た 。 

終り に 松林 教授 の 御 指導 , 御 校 開 に 深 基 の 謝意 を 表す 
る 。 
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会 記 1. 一 一 此 の 度 編集 委員 会 の 申 合 せ に より 寄生 貝 
学 に 関す る 各位 の 業績 目録 を 逐次 速報 する 事 に なり ま し 
た 。 就き まし て は 各位 の 閉 1 部 当 学会 事務 所 
御 寄 進 戴 きま し て その 目録 を 到着 順に 作成 し, 本誌 各 号 
こ し た いと 存じ ます 。 戴き ま し た 原著 は 永く 
学会 事務 所 に 保管 し て 各位 の 和 覧 の 便 に 供し た いと 存じ 
ます 。 昭 和 28 年 (1953) の 分 か ら 始 め て お り ま す が , 上 
記 の 主旨 を お 湾 取 り の 上 御 協 力 下 さる 様 願い ます 。 千 そ 
の 際 掲 載 誌 名 , 巻 号 真 発行 年 月 等 が 別 出 に 明記 な きも の 
は , 目録 作成 の 関係 上 特に 明記 さる 様 願 いま す 。 


会 記 2. 一 学会 事務 所 に 於 て 下記 の バッ クタ ナン バー を - 
販売 致し ます の で 希望 者 は お 申込 下さ い 。 1 
日 本 学会 記事 1 年 年 
・ 但し 1~9 年 は 各 100 円 , 10~21 年 は 各 200: 
円 。 2, 4, 6, 8, 15 年 は 欠 本 , 13,14 の 各 年 は 残 僅 
少 , 16, 17, 18 は 合 本 で 目録 だ けた な つて 居り ま 
す 。 
寄生 虫 学 雑誌 第 1 巻 ・ 第 1 号 ( 和 26 年 10 月 発行 ) 


1 部 150 円 。 
寄生 虫 学 雑誌 2 巻 以降 各 号 200 円 5 
日 本 寄生 学 文献 集 吸 貝 ( 山 , 昭 
15 年 1 月 発行 ) 1 部 2C0 円 。 
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投 稿 規 定 


1. 投稿 は 原 閉 , 投稿 者 は 会 員 に 限る 。 著 者 及び 題名 は 
日 本 文 の 下 に 克 文 訳 を 附 す る 事 。 

2. 原稿 は 新 か な づか い に ょ よる 國語 常 体 (で あぁ ある, あぁ つ 
た ・…・ 式 ) の 横 組 み と し , 当 用 漢字 を 用 いる の を 原 
則 と する 。 促 音 ・ 手 音 は 「 あ っ た , ハン ショ ツ 」 の 
よう に 小さ く 記 す , 動植物 の 和 名 や か な 書 を 震 通 と 
する 化合 物 , 工 品 名 は か た か な で 書く 。 

3.。 旬 読 点 に は コンマ と 丸 (。 ) を 主として 用 い , その 

他 必 要 に 原 て コロ ロン, セミ コロ ダッ を 使 
つて も いい 。 
数 字 , 文字 , 名 詞 な ど を 並 記す る に は ュ コン マ ま た は 
黒丸 (・) を 適当 に 用 いる 。 例 : 第 5,8 図 4s- 
cans, Filariad へ マト キシ リン , アセ トカ ー ミ ン , ボ ポ 
ンプ ・ コ ッ ク , 用 ・ 

4. 字 , 

4) 25cm 5.3 kg 23.5°C pH 6.0 

( 陳 位 に は 点 を 打 た ぬ ) 
) 5 個 9 人 第 5 表 昭和 28 年 7 月 
へ へ) 一 見 し て 二 化 数 十 人 

5。 イィ イ ) 図 , 図版 , 表 に は 必ず 番号 , 庶 明 を 付け る 。 

ョ ) 図 , 図版 , 表 の 番号 に は アラ ビア 数 字 (1, 2, 
…) を 用 いる 。 図版 は 赤 ィ ン キ で 縮小 牽 を 

指定 する こと 。 

へ へ) 1 つの 番号 は 原則 と し て a. b. c。 な ど と こま を 

か く 分け ぬ こと 。 

=) 図版 中 の 図 の 番号 は 本文 内 の 図 か ら の 続き 番 

号 に する こと 。 

6. 脚 に は 通し 番号 を 「… 
付け る 。 

7. 本 文中 の 廊 献 著者 名 に は 必ず 年 号 を 括弧 に 入れ て 附 
記す る こと , 引用 文献 は 著者 , (年 号 ): 標題 . 雑誌, 
巻 ( 号 )。 の 順序 に 文末 に まとめ て ABC 
に 並べ , 各 文 献 に は 必ず 表題 を る 附 記 する こと 。 

8.。 小 活字 を ゃ 特殊 活 宇 (ゴシック , イタ リッ ク な ど ) を 
使う べき 所 は 忘れ ず に 赤 ィ ン キ で 明記 する こと と, 文 
中 お よび 文 献 表題 中 の 学名 は イタ リッ ク で 組む か 
ら , 原稿 に は その 話 の 下 に 横線 を 1 本 ・ 赤 ィ ン キ で 
引い て お く , た だ し , 各種 の 見 出し の 体裁 ・ 活 宇 に 
関す る こと は 編集 係 に 一 任 の こと 。 

9. 原稿 の 本 交 ・ 図 ・ 図 説明 ・ 表 ・ 脚 許 は それ ぞ れ 別々 

に まとめ , 図 ・ 表 ・ 脚 入れ る べき 本 の 場所 

に は 左側 欄外 に 赤 ィ ン キ で 第 3 図 , 脚 許 5 の ょ うに 

示し , また 図 ・ 表 ・ 脚 許 の それ ぞ れ に は 「p. 25 に 

入れ る 」 の ょ うに 朱書 する 。 


"で ある 。 で の まう に 


10.。 表 の 形式 は 原則 と し て 下 表 の 如く する こと 。 

1 43 104 10.7 76.4>m>6448 
3 合 計 22 125 85.0 89.0>m>78. 
6 枚 合計 12 132 89.7 93.1>m>838 


11. 原稿 は 400 守 計 原 稿 用 紙 20 枚 以 内 と し , 掲載 料 100 
円 と する 。 但し , 表 は 5 枚 以 内 と し て 右 の 制限 内 a 主 
含ま せる こと 。 図版 及び 超過 分 は 著者 負担 と する 4 庫 議 
同一 号 に 同一 人 が 2 篇 を 同時 に 掲載 する 場合 に は 語 
除い て 他 は 超過 頁 と 見 。 

12, 投稿 は 必ず 欧文 抄録 を 附け る こと 。 層 文 抄録 は タ 
プラ ィ イネ ター 用 紙 (28x21 cm 位 ) た 一行 お に 打ち 
枚 以 内 と する 。 但し 都合 と よっ つて は 和 400 
内 の 欧文 抄録 用 原稿 を さ れ て も 良い 。 の 場 
は 別に 料 500 円 を て 申し こむ こと 。 

13。 別 100 部 を と し て 別に 実 申 受け る 。 

14. 原稿 は 原則 と し て 到着 順に 掲載 する も , その 探 舎 
戦 順序 , 体 吉 等 は 編集 者 に 一 任 さ れ た い 。 4 

15. 原稿 の 送り先 は 東京 都 芝 白 金 台 町 立 予防 
研究 所 内 日 本 審 生 貝 学会 事務 所 と する こと 。 

16.。 な おぉ 論文 の 書き 方 に つい て は 冨田 軍 二 著 ( 朝 倉 書 店 
科 論 まとめ 方 と 書き 方 」 を の こと 。 

御 投 稿 の 際 別 刷 の 必要 部 数 を 明記 し て さい 。 
は 通常 白紙 の 表紙 を つけ た ヾ くけ に し て あり ます が , 表 績 計 

に 標題 著者 名 雑誌 名 等 印 制 御 希望 の 方 は 実 受け 
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